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卒
業
生
と
母
校
・
在
校
生
と
の
紐
帯
強
化

　
　
「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」「
参
加
す
る
豊
陵
会
」　

豊
陵
会
会
長　
　

永 

田　

武 

全

　
「
豊
陵
会
報
」
第
98
号
の
発
行
に

際
し
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。早

い
も
の
で
私
が
豊
陵
会
会
長
に

就
任
し
新
体
制
が
発
足
し
て
か
ら
、

丸
5
年
が
経
過
し
、
6
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
こ
の
間
の
私
ど
も
の
活
動

に
対
す
る
会
員
の
皆
様
の
格
別
の
ご

理
解
・
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
こ
2
〜
3
年
、
私
ど
も
は

「
豊
陵
会
会
員
名
簿
2
0
1
5
」
の

発
行
や
そ
の
あ
と
の
販
売
活
動
に
全

力
投
球
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
も
よ
う
や
く
一
段
落
し
ま
し
た
の

で
、
今
年
か
ら
は
通
常
の
年
に
戻
り
、

当
初
か
ら
わ
れ
わ
れ
執
行
部
の
テ
ー

マ
と
し
て
挙
げ
て
お
り
ま
し
た
「
開

か
れ
た
豊
陵
会
」・「
参
加
す
る
豊
陵

会
」の
実
現
に
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
同
窓
会
紙「
豊
陵
会
報
」

の
中
味
の
充
実
や
、「
豊
陵
資
料
室
」

の
整
備
に
よ
る
「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」

の
実
践
、「
豊
陵
会
総
会
」・「
幹
事
会・

評
議
員
会
」
あ
る
い
は
「
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
等
豊
陵
会
行
事
へ
の
参
加
者

の
増
加
や
「
豊
陵
会
協
力
金
」
の
増

強
等
に
よ
る
「
参
加
す
る
豊
陵
会
」

の
推
進
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

加
え
て
こ
れ
ま
で
通
り
「
卒
業
生・

豊
陵
会
と
母
校
・
在
校
生
と
の
紐
帯

の
強
化
」
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
4

年
前
か
ら
豊
陵
会
総
会
に
在
校
生
の

ク
ラ
ブ
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
頂
い
て

い
る
い
わ
ゆ
る
「
在
校
生
シ
リ
ー
ズ
」

も
、
在
校
生
に
豊
陵
会
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
卒
業
生
に

母
校
に
対
し
関
心
と
興
味
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
考
え
て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
も
5
月
28
日
開
催

さ
れ
る
「
豊
陵
会
総
会
」
に
は
、
4

年
前
に
出
演
頂
き
好
評
だ
っ
た
母
校

の
「
吹
奏
楽
部
」
の
皆
さ
ん
を
再
度

ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
4
年
前
の
、
総
会

の
最
後
を
飾
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
、

そ
し
て
参
加
者
全
員
に
よ
る
校
歌
の

大
合
唱
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
私
の

耳
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
総

会
に
も
大
勢
の
会
員
の
方
々
に
参
加

を
頂
き
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
と
共
に

あ
の
感
激
を
再
現
で
き
れ
ば
と
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
皆
さ
ん
も
新
聞
や
テ
レ
ビ
の

報
道
で
ご
存
知
の
通
り
、
平
成
30
年

4
月
よ
り
大
阪
府
立
能
勢
高
校
が
母

校
の
分
校
と
な
り
ま
す
。
本
件
に
つ

き
ま
し
て
は
現
在
準
備
中
で
未
だ
流

動
的
な
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
遅

か
れ
早
か
れ
両
校
の
同
窓
会
を
ど
う

す
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
出
て
来
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
対
応

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

最
後
に
今
後
と
も
私
ど
も
の
同
窓

会
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、「
豊
陵
会

報
」
発
行
に
際
し
て
の
私
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
な
が
た
・
た
け
は
る　

高
15
）

　

平
成
29
年
2
月
22
日
、
本
年
1
回
目
の
幹
事
・
評
議
員
会
が
豊
中
で
86
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。
平
野
校
長（
高
32
期
）の
母
校
近
況
報
告
の
後
、
平
成
29

年
活
動
計
画
な
ど
を
審
議
、
承
認
し
た
。

【
母 

校
の
近
況
】①
中
学
3
年
生
を
対
象
に
し
た
進
路
希
望
調
査
で
、
本
校
志
望

者
は
定
員
の
1.5
倍（
5
6
5
名
）あ
り
、
府
内
で
も
高
い
人
気
が
あ
る
。
②

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
府
下
10
校
を
府
教
委
指
定
）の

合
同
発
表
会
が
阪
大
で
開
か
れ
阪
大
賞
を
受
賞（
20
面
）　

③
能
勢
高
校
が

平
成
30
年
か
ら
本
校
の
分
校
と
な
る（
3
面
）④
中
庭
に
定
着
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト「
風
と
光
」（
高
8
期
新
宮
晋
氏
作
品
）を
豊
陵
会
の
協
力
を
得
て
修

理
し
た
。（
3
面
）⑤
平
成
33
年
に
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
、皆
で
祝
い
た
い
。

【
審 

議
・
承
認
】①
平
成
28
年
活
動
報
告
・
決
算
報
告（
5
面
）②
平
成
29
年
活
動

計
画
・
予
算（
5
面
）③
平
成
28
年
会
計
監
査
報
告
の
3
件
は
、
提
案
を
満

場
一
致
で
承
認
し
た
。
④
新
任
評
議
員
、
高
14
鵜
川
増
文
氏
の
選
任
が
同

意
さ
れ
た
。

【
会 

長
報
告
】会
員
名
簿
の
発
行
、
関
連
業
務
を
終
え
た
の
で
、
通
常
の
会
運
営

に
戻
し
、
開
か
れ
た
豊
陵
会
、
参
加
す
る
豊
陵
会
の
た
め
に
、
会
報
や
資

料
室
の
充
実
な
ど
に
努
め
た
い
。
協
力
金
振
込
み
方
法
を
一
本
化（
か
つ
か

い
し
ゅ
う
の
廃
止
＝
7
面
）し
た
。

【
報 

告
事
項
】①
豊
陵
会
総
会
の
開
催（
28
面
）②
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催（
3
面
）

　

③
会
員
名
簿
、
販
売
と
会
計
処
理
終
わ
る
。
残
部
が
あ
る
の
で
購
入
・

活
用
し
て
ほ
し
い
。
④
会
報
・
資
料
室
・
Ｉ
Ｔ
部
会
報
告（
3
面
）が
あ
っ
た
。

【
平 

成
28
年
第
2
回
幹
事
・
評
議
員
会
】幹
事
・
評
議
員
会
は
、
計
画
、
予
算
、

人
事
、
会
則
な
ど
会
務
の
基
本
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
通
常
年
2
回
開

催
さ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
2
回
目
の
幹
事
・
評
議
員
会
は
、
10
月
28
日
、

豊
中
の
ホ
テ
ル
ア
イ

ボ
リ
ー
で
、
60
名
が

参
加
し
て
開
か
れ
、

新
た
に
12
名
の
評
議

員（
高
39
期
山
田
竜
也

氏
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
迎
え
る
高

44
期
7
人
、
今
年
の

新
会
員
高
68
期
4

人
）が
選
出
さ
れ
た
。

平
成
29
年
第
1
回
幹
事
・
評
議
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た

豊
陵
会
か
ら
学
校
行
事
支
援
金
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
10
月
19
日　

母
校
、
校
長
室
で
永
田

会
長
か
ら
平
野
校
長

へ
学
校
行
事
支
援
金

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
会
員

の
皆
様
の
協
力
金
で

す
。
学
校
で
は
在
校

生
の
各
種
行
事
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。



第16回豊陵会親睦
ゴルフコンペ

3 平成29（2017）年4月20日発行

モニュメント「風と光」が修理を終える
　校舎中庭のモニュメント「風と光」は、昨年6月以降
故障していたが、豊陵会が費用支援をして12月に修
理が完了、再び在校生を見守り続けている。
このモニュメントは母校創立70周年を記念して、

彫刻家・新宮 晋氏（高8）が製作、豊陵会から寄贈
されたもの。

― なはやかで楽しく、同期会などにご利用を ―
急激に拡大し進歩するIT環境、SNSやインターネットに対応すべく準備をし

ております。会員の方々には、質問・相談の受付やIT機器の貸し出し（下記）、
特に同期会の雰囲気を記録する最新のアイテムである360度撮影できるカメラ
も揃えており、使い方の講座等々個別に対応致します。

貸し出しIT機器：パソコン（資料作成等）1台・プリンター（資料等の出力）1台・
タブレット（情報作成・閲覧・発信等）3台・プロジェクター＆スクリーン（プレゼンテー
ション）1セット・360度カメラ（会合撮影等）1台

豊陵会IT推進部会長　高15期　丸山　090－6822－3262　
 ymaru@v.netsurf.jp
豊陵会事務局　06－6849－4973　　までご連絡をください。

能勢高校が来春から豊中高校の分校に
府立高校の再編整備を検討していた大阪府教育委員会は、2016年11月能勢高

校を2018年春から豊中高校の分校（能勢キャンパス）としてスタートすることを
正式に決定した。
能勢高校は1954(昭和29)年に豊能郡能勢町田尻に開校、2014年には創立60周

年を迎え、2015年には文科省よりスーパー・グローバル・ハイスクール(SGH)に
指定されたが、交通の不便さもあって入試での募集定員割れが続いていた。豊高
とは共にSGH指定校であり、連携がとりやすいことが今回の決定になったとのこ
とである。
両高はお互いに別の入試・授業を行なうことになるが、運営の詳細は本年度中

に決まる。また、IT活用による遠隔授業や生徒交流企画などが検討されている。

豊高の歴史の授業が現代社会の時間に開かれる（一年生）
平成28年11月、豊陵資料室におい

て、元教諭の高2淺井由彦さんによる
豊中高校の歴史の授業が、一年生（高
71）を対象に開かれた。生徒からは「新
聞のクオリティが高い」「昔の生徒が
自主性があり、積極的でエネルギー
を感じる」「戦争中の授業を中止して
の勤労奉仕や昭和40年代の豊高紛争

での生徒による授業のボイコット等を知り驚いた」「真実の歴史が身近にあり、
正しく学び、伝統をつないでいきたい」などの感想があった。

資料室だより

開催日時 2017年10月5日（木）8時28分スタート
開催場所 関西クラシックゴルフ倶楽部
 （☎0794-72-1231
 〒673－1123　三木市吉川町湯谷567）
スタート方式 大洞・湯谷・清水の3コース
 1番ホールから同時スタート。
　 ※ 今回もシニアの部（高13期以上）と一般

の部の2部制で開催致します。
組 合 せ   お申し込み時のご希望に出来るだけ沿う

ように決定します。同期会での参加も大
歓迎です。

費　　用 キャディ付＝約13,600円
  上記にはプレー費、昼食、

 会食（ソフトドリンク付き）含む

会　　費 3,000円（賞品代。諸費に充当）

■ゴルフ結果 昨年の第15回コンペ
 シニアの部優勝　高7期　 石橋美紀さん
 一般の部優勝　高15期　鈴木莞爾さん

10月6日（木）に、73人が参加して、関西クラッシックゴルフク
ラブで開かれ、秋晴れのもとシニア（高12期以上）と一般の2部制
によるコンペと懇親会を和気藹々と楽しみました。

奮って
ご参加を！

IT機器を貸し出しします
昭和32年（1957年）1月25日、高2柴崎幸三郎氏・

平賀毅一氏の「関東在住の同窓生も会いたがってい
るだろうな」との想いから、第1回東京豊陵会総会と
して参議院会館2階で産声を上げた。案内状の3分の
1の74名が出席する大盛況、会場では母校の「豊陵
新聞」100号も配られ、各期代表のスピーチがあり
好評だった。その後の2月15日、初の常任委員会で
中1回の東大教授日置隆一氏が会長、副会長に中5回
の慈恵医大講師皿井長四郎氏を始めとする各役員を
選出した。年1回の総会開催を重ね、日置会長時代に
豊陵会本部と相談し「豊陵会東京支部」と名称を変
更して現在に到っている。（本年の案内は8面に）

東京支部60周年を迎える
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本
総
会
に
は
、
2
3
0
人
以
上
が

出
席
、
内
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
の
高

43
期
生
が
45
名
、
新
入
会
員
の
高
68

期
生
が
17
名
で
あ
っ
た
。

総
会
は
、
司
会
の
高
22
徳
田
総
務

部
会
長
と
高
41
川
原
さ
ん
の
発
声
で

幕
を
開
け
た
。

ま
ず
冒
頭
、
永
田
会
長
（
高
15
）

が
挨
拶
に
立
ち
、
寄
贈
品
や
、
昨
年
、

一
昨
年
と
協
力
金
が
1
0
0
0
万
円

を
超
え
た
こ
と
の
報
告
・
御
礼
が
あ

っ
た
。
次
に
母
校
は
、
今
春
S
G
H

の
指
定
を
受
け
、
S
S
H
・

G
L
H
S
の
3
つ
を
受
け
る
府
下
唯

一
の
高
等
学
校
と
な
っ
た
こ
と
、
母

校
の
活
躍
に
尽
力
さ
れ
た
下
川
前
校

長
へ
の
御
礼
と
関
西
大
倉
高
等
学
校

長
へ
の
栄
転
を
報
告
さ

れ
た
。
か
わ
っ
て
新
校

長
に
就
任
さ
れ
た
本
校

卒
業
生
で
母
校
の
教
師

で
あ
っ
た
平
野
新
校
長

へ
「
母
校
に
錦
を
飾
る
」

と
の
言
葉
を
贈
り
、
来

る
2
0
2
1
年
の
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に

ふ
さ
わ
し
く
「
豊
中
高
校

の
申
し
子
」
と
添
え
、
の

ち
の
豊
陵
会
会
長
も
お
願

い
で
き
れ
ば
、
と
の
期
待

も
表
明
さ
れ
た
。
開
か
れ

た
豊
陵
会
、
参
加
す
る
豊

陵
会
を
進
め
、
今
回
も
在

校
生
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
音

楽
部
を
招
い
た
と
紹
介
し

た
。
念
願
の
2
0
1
5
会
員
名
簿
を

発
行
し
た
こ
と
を
報
告
、
な
お
一
層

の
購
入
の
協
力
を
要
請
し
た
。

会
計
報
告
で
は
、
高
22
赤
塚
財
務

幹
事
よ
り
、
剰
余
金
が
計
上
で
き
た

こ
と
へ
の
御
礼
が
あ
り
、
名
簿
発
行

に
関
わ
る
経
費
の
説
明
、
今
年
度
中

に
、
名
簿
発
行
特
別
会
計
を
締
め
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
来
賓
の
平
野
新
校
長
は
、
自

身
が
母
校
32
期
生
、
理
科
・
物
理
を

担
当
す
る
教
師
と
し
て
11
年
間
勤

務
。
41
・
46
・
49
期
の
担
当
と
と
も

に
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
顧
問
も

務
め
た
。
校
長
と
し
て
は
2
校
目
の

就
任
で
あ
る
と
挨
拶
、「
重
責
で
は

あ
る
が
、
今
春
、
S
G
H
な
ど
の
三

指
定
を
受
け
た
の
を
機
会
に
、
教
師

が
一
丸
と
な
っ
て
授
業
を
大
切
に
、

挨
拶
等
の
生
活
指
導
も
含
め
次
世
代

社
会
に
充
分
通
用
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
加

え
て
、母
校
1
0
0
周
年
に
む
け
た
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
着
手
、
豊
陵
会
の

理
解
と
更
な
る
協
力
を
要
請
さ
れ
た
。

松
本
東
京
支
部
長
（
高
13
）
は
、

豊
陵
会
員
の
首
都
圏
で
の
タ
テ
ヨ
コ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
め
た
く
、
霞

ヶ
関
35
階
の
眺
望
で
開
か
れ
る
支
部

総
会
へ
の
参
加
を
促
し
、
本
年
は
、

来
賓
に
平
野
新
校
長
、
恩
師
と
し
て

西
堀 

孝
先
生
の
招
待
を
紹
介
、

T
O
Y
O
N
O
（
36
期
）

さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
も
あ
る
の
で
、

若
い
方
々
の
参
加
を
要
請

さ
れ
た
。
岡
野
中
部
支
部

長
（
高
22
）
も
、
昨
年
は

熱
心
な
「
電
力
自
由
化
」

の
講
演
が
あ
っ
た
名
商
グ

リ
ル
で
の
支
部
総
会
を

「
同
窓
会
は
心
の
ふ
る
さ

と
╱
心
ゆ
く
ま
で
╱
み
ん

な
で
行
こ
行
こ
」
と
呼
び

か
け
、
自
動
車
・
航
空
機

産
業
で
注
目
を
集
め
る
中

部
地
方
に
来
ら
れ
た
際
に

は
、
是
非
参
加
し
て
ほ
し

い
と
述
べ
た
。

こ
こ
で
木
村
副
会
長
よ

り
、
寄
贈
品
の
お
礼
と
と
も
に
即
売

会
の
案
内
が
あ
り
、
総
会
は
懇
親
会

へ
と
進
む
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
、
高
43
尾
上

さ
ん
の
乾
杯
の
発
声
で
、
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
交
わ
さ
れ
る
盃
、

世
代
を
越
え
た
会
話
も
あ
ち
こ
ち
に

見
受
け
ら
れ
、
記
念
写
真
を
求
め
る

テ
ー
ブ
ル
と
多
数
の
笑
顔
、
旧
交
が

深
ま
り
、
会
が
盛
り
上
が
る
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
豊
中
高
校
音
楽

部
の
入
場
に
大
拍
手
。

音
楽
部
顧
問
手
代
木
先
生
と
在
校

生
音
楽
部
を
迎
え
、
手
代
木
先
生
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
「
に
じ
い
ろ
」
の
合

唱
で
ス
タ
ー
ト
、「
ジ
・
エ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
」
の
弦
楽
四
重
奏
、
新
入
生

の
初
舞
台
「
ふ
る
さ
と
」、
3
年
生

だ
け
で
演
奏
す
る
最
後
の
曲
「
魔
女

の
宅
急
便
よ
り　

海
の
見
え
る
ま

ち
」
と
馴
染
み
の
あ
る
演
奏
を
卒
業

生
も
楽
し
み
、「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」

は
弦
楽
器
の
演
奏
で
、
卒
業
生
に
も

マ
イ
ク
が
回
り
、
同
窓
生
の
歌
唱
参

加
に
会
場
の
一
体
感
が
さ
ら
に
強
ま

る
。
校
歌
は
音
楽
部
の
指
揮
な
ら
び

に
演
奏
で
、
声
高
ら
か
に
、
在
校
生

と
卒
業
生
が
一
体
と
な
っ
て
合
唱
し

た
。
最
後
は
、
越
智
副
会
長
（
高

15
）
の
挨
拶
で
、
総
会
は
お
開
き
と

な
っ
た
。

母校の活躍へ卒業生が大喝采
平成 28年度総会

5月29日（日）11時　ホテルアイボリー

 総会レポート

本年は豊中高校吹奏楽部を迎えます
今年の豊陵会総会は5月28日（日）です

会場は昨年同様、阪急豊中駅前・ホテルアイボリーで11時より開催いたします。
今年のゲストは、好評の在校生シリーズ、母校豊中高校の吹奏楽部のみなさ

んです。昨年にはBS放送『エンター・ザ・ミュージック』にも出演、「聞いてい
ただく皆様に喜んでいただく演奏を」をモットーとする在校生が奏でる音楽を
お楽しみいただきます。
総会当日のイベントの中でも恒例の「寄贈品のオークション・即売会」も開

催をいたします。年々盛り上る本イベントに会員の皆様のご協力をお待ちして
おります。また今年の「ホームカミング25」の該当期は高校44期の皆さんです。
総会の詳しい内容は28面（裏表紙）の「豊陵会総会のご案内」をご覧下さい。
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決算・予算
平成28年度における豊陵会の一般会計・記念事業特別会計・名簿特別会計に係る経理・財務の状況及び平成29年度における一般会計

の予算について下記のとおりご報告いたします。なお名簿特別会計は余剰金を記念事業特別会計の口座に全額振替ました。
 （副会長　中島 守　高 22 期）

会計監査
会計帳簿等の閲覧、諸会議への参加、役員からの報告聴取などの手続きを通じて監査した結果、下記の平成28年度決算書類は、平成

28年度における豊陵会の経理・財務の状況を正しく示しているものと認めます。 （会計監事　滝川勲夫　高15期・宗田京子　高15期）

平成 28年度 豊陵会　一 般 会 計
収　　支　　計　　算　　書

自 平成 28年１月１日　至 平成 28年 12月 31日
単位：千円

収  入  の  部 決   算 予　算 支  出  の  部 決   算 予　算
前期繰越収支差額 9,190 9,000 豊陵会報発行費 3,471 3,700
名簿特別会計払戻 500 500 総会開催費 1,185 1,300
共通原価配賦費戻入 2,400 2,400 学校行事支援金 530 530
豊陵会協力金 4,961 5,861 卒業記念品贈呈費 254 280
一般会費収入 3,150 3,200 豊陵会報部会 51 150
寄付金 1,255 500 豊陵資料室 71 110
会報広告収入 519 500 IT 推進部会 89 100
総会出席会費収入 990 1,000 東京支部補助金 150 150
総会時販売等収入 173 200 中部支部補助金 100 100
利息収入 3 3 事務局費※ 2,660 2,600
雑収入 1 5 諸会議費 910 1,200

事務機器使用料 278 650
事務用品備品購入代 529 700
事務局光熱費 100 120
電信電話料 108 140
通信費※ 317 300
交通費 42 50
慶弔費 0 40
協力金等払込手数料 121 200
協力金引落手数料 0 11
振込手数料 0 10
雑費 0 10
次期繰越収支差額 12,170 10,718

計 23,144 23,169 計 23,144 23,169
（注※）これら 2科目は当初予算を超過しましたので他の支出予算より彼此流用しました

貸　　借　　対　　照　　表
平成28年 12月 31日現在

資     産     の     部 負債及び正味財産の部
現金 251 負　　債　　の　　部
郵便振替 2,339 小　計 0
普通預金 12,559 正味財産の部
定期預金 12,030 運営準備金 3,000
仮払金※ 10 積立金 12,021

次期繰越収支差額 12,170
小　計 27,191

合計 27,191 合計 27,191
（注※）仮払金は部会費の翌年繰越金額です

平成 29年度 豊陵会　一 般 会 計
収　　支　　予　　算　　書

自 平成 29年 1月１日　至 平成 29年 12月 31日
単位：千円

収  入  の  部 予算 支  出  の  部 予算
前期繰越収支差額 12,170 豊陵会報発行費 3,700
豊陵会協力金 5,000 総会開催費 1,300
一般会費収入 3,150 学校行事支援金 530
寄付金 500 卒業記念品贈呈費 280
会報広告収入 500 豊陵会報部会 150
総会出席会費収入 1,000 豊陵資料室部会 110
総会時販売等収入 150 IT 推進部会 100
利息収入 1 東京支部補助金 150
雑収入 1 中部支部補助金 100

事務局費 2,300
諸会議費 1,200
事務機器使用料 600
事務用品備品購入代 400
事務局光熱費 120
電信電話料 140
通信費 350
交通費 50
慶弔費 40
協力金等払込手数料 150
振込手数料 10
雑費 10
予備費 10,682

計 22,472 計 22,472
科目間の彼此流用は正副会長会議で決めることができる

名簿特別会計
収 　　 支  　　計  　　算  　　書

自 平成 26年 1月 1日　至 平成 28年 11月 30日
 単位：千円

収   入   の   部 支   出   の   部
名簿売上げ収入 6,159 名簿作成費 5,562
名簿広告料収入 9,492 調査カード作成・発送費 3,116
その他 0 調査カード返送費 504

名簿発送費 867
共通原価配賦費 2,400
雑費 139
収支差額 3,062

計 15,652 計 15,652
・作成数　2000冊　販売等出荷数 1654冊、在庫 346冊（2016年 11月 30日）
・共通原価配賦費内訳：事務局費600,000 円、通信費 400,000 円、事務局便り発行費1,400,000 円

貸　　借　　対　　照　　表
平成28年 11月 30日 現在

資 　産 　の 　部 負債及び正味財産の部
郵便振替 (注 1） 19 負　 債 　の 　部
普通預金（注 2） 3,042 小　  計 0

正 味 財 産 の 部
当期収支差額 3,062

小　  計 3,062
計 3,062 計 3,062

（注 1） 11 月 30日に一般会計口座に振替えた後 12月 12日に記念事業特別会計預金口座に全額振替
ました。

（注 2）平成 28年 12月 13日に記念事業特別会計預金口座に全額振替ました。

記念事業特別会計
収 　 支  　計  　算  　書

自 平成 28年 1月 1日　至 平成 28年 12月 31日
単位：千円

収   入   の   部 支   出   の   部
名簿特別会計戻入 5,000
名簿特別会計振替 3,062
受取利息 0 収支差額 8,063

計 8,063 計 8,063

貸　　借　　対　　照　　表
平成28年 12月 31日 現在

資 　産 　の 　部 負債及び正味財産の部
普　通　預　金 18,556 負　 債 　の 　部

小　  計 0
正 味 財 産 の 部

前期繰越収支差額 10,493
当期収支差額 8,063

小  　計 18,556
計 18,556 計 18,556

豊陵会　平成28年度の決算・平成29年度の予算
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東京支部

ボーカリストTOYONOさんを囲んで

西堀、平野両先生を囲む会で

大澤常任委員の指揮で校歌を斉唱

東京支部総会・懇親会
今年は 7月 1日（土）午前 11時 30分
東海大学校友会館「望星の間」で開催

今年は東京支部結成60周年の節目の年を迎
えました。東京支部恒例の「恩師招待」は、昭
和45年から平成3年にわたり在職され、28期、
35期、40期のクラス担任で、書道の秀島保雄
先生をお招きします。32期の卒業生でもありま
す平野裕一校長先生もご来臨いただきます。60
周年記念の総会懇親会を多くの皆様にお楽しみ
いただけるようアトラクションなど鋭意企画を
進めております。最新情報は、FACEBOOK「豊
陵会東京支部」で逐一お知らせいたします。ご
期待下さい。首都圏在住の同窓の皆様方の縦・
横の絆と交流を深めていただける絶好の機会で
す。お誘い合わせの上多数ご出席下さいますよ
うご案内申し上げます。

個別のご案内は、5月上旬に各期の常任委員から
発送・発信しますが、新たに首都圏に転入されたり
して届かない方は東京支部事務局（houryou.
tokyo@gmail.com）までメールでお知らせ下さい。
案内状と払込取扱票をお送り致します。

会　費 事前振り込み 当日払い
一　般 7,500円 8,000円

夫婦（2名分） 14,000円 15,000円
学　生 1,000円

新卒生（69期） 無料ご招待

2
0
1
6
年
度
東
京
支

部
総
会
・
懇
親
会
は
、
6

月
25
日
（
土
）
15
時
30
分

か
ら
霞
が
関
ビ
ル
35
階
東

海
大
学
校
友
会
館
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
超
高
層
階

か
ら
皇
居
・
国
会
議
事
堂
・

首
相
官
邸
な
ど
素
晴
ら
し

い
眺
望
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
会

場
に
、
恩
師
ご
招
待
の
西
堀 

孝
先

生
を
広
島
か
ら
、
ま
た
2
0
1
6
年

4
月
よ
り
母
校
校
長
に
着
任
さ
れ

た
平
野
裕
一
先
生
（
高
32
）、
永
田

武
全
会
長
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、

1
3
8
名
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

卓
盛
、
着
席
ス
タ

イ
ル
で
、
こ
れ
ま

で
よ
り
、
ゆ
っ
く

り
と
和
や
か
な
食

事
と
歓
談
が
進
み

ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
リ

オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
前
に
、
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
さ
ん

（
武
田
豊
野
、
高
36
）
に
よ
る
素
敵

な
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例

の
マ
ッ
チ
ン
グ
＆
ア
ピ
ー
ル
・
コ
ー

ナ
ー
や
有
志
会
員
提
供
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
争
奪
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
と
大
い
に

盛
り
上
が
る
中
、
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
別
室
で
用
意
さ
れ
た
「
西
堀
・

平
野
両
先
生
を
囲
む
会
」
に
は
、

同
期
、
担
任
期
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど

46
名
が
相
集
い
、和
気
あ
い
あ
い
と
、

懐
か
し
く
、
楽
し
い
語
り
あ
い
が
続

き
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
午
後

7
時
30
分
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

【
東
京
支
部
長　

松
本　

洋
（
13
期
）】

1
3
8
名
の
参
加
で
首
都
圏
会
員
の
交
流
を
深
め
る

 

2
0
1
6
年
度
総
会
・
懇
親
会

2
0
1
6

年
11
月
12

日
、
名
古
屋

商
工
会
議
所

の
名
商
グ
リ

ル
に
お
い
て
、

永
田
会
長
、

平
野
校
長
の

ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
第

9
回
豊
陵
会

中
部
支
部
総

会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
、
校
長
に
よ
る
豊
陵

会
及
び
豊
高
の
近
況
報
告

は
、
大
阪
を
離
れ
た
中
部
支

部
会
員
の
皆
様
が
例
年
楽
し

み
に
し
て
お
り
、今
年
も
「
能

勢
高
校
が
豊
高
の
分
校
に
な

る
」な
ど
の
報
告
に
一
同
び
っ

く
り
で
し
た
。

恒
例
の
講
演
会
は
、
作
家

鳴
海
風
氏
を
お
招
き
し
「
日

本
独
自
の
数
学
文
化　

江
戸

の
「
和
算
」
は
世
界
水
準
」

と
題
し
て
、
江
戸
時
代
の
日

本
の
優
れ
た
数
学
文
化
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
の
席
で
も
引
き
続
き

鳴
海
氏
を
囲
む
輪
が
で
き
て

お
り
、
皆
さ
ん
「
和
算
」
に

対
す
る
興
味
を
持
た
れ
た
の

で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
し

か
す
る
と「
大
学
へ
の
数
学
」

な
ん
か
を
思
い
出
し
た
人
も

い
た
の
で
は
。

懇
親
会
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
争
奪
戦

で
盛
り
上
が
る
中
、
校
歌
斉

唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

昨
年
は
高
校
8
期
の
大

先
輩
か
ら
、
68
期
の
現
役
学

生
ま
で
、
60
年
の
年
齢
差
を

超
え
て
約
50
名
の
方
々
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
10
周
年
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
た
な
企
画
な
ど
を
考

え
て
、
さ
ら
に
楽
し
い
会
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。中

部
地
方
に
在
住
の
皆

様
、
是
非
縦
横
の
交
流
を
深

め
る
場
と
し
て
、
豊
陵
会
中

部
支
部
会
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第9回中部支部総会・懇親会開催
～日本の中心で校歌を歌う～

2017年の中部支部総会・懇親会は
11月11日（土）の15時から

開催の予定です。
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■ 元校長・河村　繁さん　2005年～ 08年、第19代校長。
2016年12月、芦屋短大学長に就任。

■ 中23 川島康生さん　国内外の心臓病の子供たちを救う「明美ちゃ
ん基金」運営委員長。1月6日大阪ロータリークラブで「明美ちゃ
ん基金とドネーションを考える」と題した卓話を行なった。1967年、
当時5歳で重い心臓病なのに経済的事情で手術を受けられなかっ
た明美ちゃんが、新聞投書をきっかけに設立された基金で手術を
受け現在は健康に看護師を務めている。これまで200人もの子供を
救ってきた歴史をふり返り、日本人はドネーションという善意に
満ちているのに、移植医療に絶対必要な臓器のドネーションが欧
米の数十分の一と少ないことが今後の懸念材料だとし、「臓器提供
こそ紛れもない社会に対する最高の奉仕活動」と訴えた。
■ 高2 政木　武さん・高7 山本泰男さん　11月23日におこなわれた
高校アメフットの草分けとなった豊中高－池田高の定期戦は創部
70周年の記念試合となった。観戦の豊中高校OBお二人がそれぞれ
取材を受け感想を語った。政木さんは1946（昭和21）年発足時を
振り返って「見たこともないボールだった。ボールも2つしかなく、
それを直しながら使い続けた。それでも授業後の練習は楽しみだっ
た」（産経11月23日）。山本さん「今でも試合を見ると興奮するし、
若返る気がする」（産経）「昔に比べ、プレーのレベルも格段に上
がっていますね」（読売24日）。
■ 高8 新宮　晋さん　昨年春神戸新聞文化賞、秋には神戸市文化賞
を受賞。今年3月下旬、三田市役所前広場にモニュメント「星の対
話」を設置。また、5月7日まで兵庫県立美術館で「風と水の彫刻家・
新宮晋の宇宙船」展を開催中。4月28日には兵庫県立有馬富士公
園内の「新宮晋 風のミュージアム」水上ステージで人間国宝・梅
若玄祥ら出演の第2回・風の能「絵馬」（アマテラスの岩戸隠れを
題材）が上演される。
■ 高8 西原　浩さん　大阪大学名誉教授。光電子工学が専門。春の
叙勲で瑞宝中綬章。双子の兄の高8西原正さんも2008年に受勲。
兄弟そろっての受章は珍しい。
■ 高8 前中明子さん　神戸女学院大学名誉教授。春の叙勲で瑞宝小
授章。長年、音楽教育に尽力した。
■ 高12 森本　敏さん　2016年3月、拓殖大総長に就任。
■ 高13 鷹　敏雄さん　
　秋の叙勲で瑞宝単光章（写真）を
　受章。
■ 高14 和田洋巳さん　「日本がんと
炎症・代謝研究会」代表理事。元
京大大学医学研究科教授。「文芸春
秋」6月号「がん劇的寛解例に学べ」「驚くべき長期生存者に共通

する食生活」との題で、最近の研究成果がインタビュー形式で紹
介された。現役時代に数千件というがん手術をやってきたが、個
人的な食生活の改善でがんが「増悪」せずに安定している、とい
う「寛解」患者の例を見るにつけても新しい治療方法を研究すべ
きではないかと語っている。
■ 高16 古川與四郎さん　元ダイハツディーゼル会長。秋の褒賞で藍
綬褒章。
■ 高17 小池正夫さん　昨年11月、東京で開かれた「研究・イノベー
ション学会（技術経営分野の学会）」で、大阪の工業教育の変遷を
近現代史の立場から分析し提言を行なった。理系（工学部卒）卒
だが定年後に学んだ経済学の研究発表。発表者の中では最高齢
だったという。
■ 高19 亀井明夫さん　5月9日付日経学芸面に「からくり箱、魅力底
なし」が掲載された。40年以上にわたって独自の「からくり箱」
を作っている。外観は木製のコーヒカップでも角砂糖を入れてス
プーンでかき混ぜ、受け皿を持ってカップをひねるとアーラ不思
議…、という仕掛けの作品などを作っている。「からくり創作研究
会」を立ち上げ、技術の伝承にも注力中。
■ 高19 関沢　愛さん　東京理科大学大学院国際火災科学研究科教
授。昨年暮れの新潟県糸魚川市の大規模火災に際して12月24日の
NHKTVニュースの解説に登場。「木造密集街区は全国至るところ
にある。こうした場所ではもともと延焼危険があることを再認識
して、仮に火元での初期消火に失敗しても、それが市街地火災に
拡がらないような対策を行う必要がある。」と防火のポイントを
語った。国際火災安全科学学会副会長、総務省消防庁消防審議会
専門委員をも務める。
■ 高22 小松輝久さん 　東京大学准教授。専門は海洋生態学。2016
年3月9日にオランド大統領からフランス国家功労勲章オフィシエ
に叙され、12月9日にフランス大使館において大使から勲章を授与
される。92年仏政府高級給付留学生として渡仏以来、海洋・水産
分野の研究交流に尽力。2012年から日仏海洋学会会長。両国の日
仏海洋学会の中心メンバーとして東日本大震災で被害を受けた三
陸沿岸のカキ養殖復興に貢献している。
■ 高40 土橋章宏さん　脚本家・小説家。「広報とよなか」9月号リレー
エッセイに「豊中のくれたもの」を寄稿。豊高時代の思い出で当
時北野高生だった橋下徹さんとの豊中駅での出会いも述べている。
■ 高42 幸田浩子さん　10月3日ザ・シンフォニーホールで北原白秋
作詞・信時潔作曲・交声曲「海上東征」に出演。「難しい曲と思っ
ていたが、柔和で美しく誰でもが口ずさめる。日本的なのに欧州
のハーモニー。日本らしさと西洋らしさとが融合した画期的な作
品」（産経）と感想を述べた。大阪音楽大学特別准教授も務める。
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受章当日（鷹氏提供）

高
13　

鷹 
敏
雄 
さ
ん

タ
カ
・
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ナ
ビ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

「
私
の
針
路
」
は
創
立
70
周
年
、豊
陵
会
と
の
懇
談
の
席
上
、秋
山
校
長
（
当
時
）
が
「
今

の
豊
高
生
は
、
勉
強
は
す
る
が
、
職
業
選
択
や
人
生
の
目
標
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
て

い
な
い
。
同
窓
会
の
先
輩
方
か
ら
講
演
の
機
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
協
力
願
い
た
い
」
と

の
発
言
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
界
で
活
躍
の
先
輩
を
訪
ね
て
、
い
ま
の
仕

事
の
面
白
さ・苦
心
、豊
高
時
代
に
考
え
て
い
た
こ
と
な
ど
を
質
問
し
て
き
ま
し
た
。「
先

輩
と
し
て
後
輩
に
言
い
伝
え
た
い
こ
と
」
を
盛
り
込
ん
で
取
材
し
て
ゆ
き
ま
す
。

世
界
で
活
用
さ
れ
る
レ
ジ
袋
の
製
法
の
開
発

研
究
と
は
夢
で
あ
る

平
成
28
年
度
秋
の
叙
勲
、
瑞
宝
単
光

章
の
受
章
は
、
30
年
に
わ
た
り
、
合
成

樹
脂
素
材
フ
ィ
ル
ム
の
成
形
技
術
の
国

家
試
験
（
技
能
検
定
試
験
）
の
問
題
作

成
や
実
技
試
験
の
検
定
委
員
を
勤
め
た

功
労
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
た
い
へ
ん

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
レ

ジ
袋
（
H
D
P
E
（
高
密
度
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
）
バ
ラ
ン
ス
フ
ィ
ル
ム
）
の
製
法

は
単
純
に
言
い
ま
す
と
、
合
成
樹
脂
を

熱
い
う
ち
に
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
ま
し

な
が
ら
結
晶
化
さ
せ
て
、
結
晶
が
タ
テ

ヨ
コ
に
バ
ラ
ン
ス
し
て
配
列
し
、
と
て

も
衝
撃
強
度
の
強
い
丈
夫
で
薄
い
フ
ィ

ル
ム
が
で
き
て
、
こ
れ
が
買
物
袋
等
に

応
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
何
故
か
を
追
求
」

大
学
卒
業
後
の
1
9
7
0
年
代
、
就

職
し
た
当
時
の
昭
和
電
工
は
合
成
樹
脂

を
扱
い
始
め
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
ボ
リ

エ
チ
レ
ン
の
中
で
も
H
D
P
E
の
フ
ィ

ル
ム
は
硬
い
の
で
す
が
、
も
ろ
く
、
破

れ
や
す
い
た
め
利
用
範
囲
が
た
い
へ
ん

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
樹
脂
を
熱

い
時
の
、
あ
る
温
度
で
一
気
に
空
気
を

送
り
込
み
膨
ら
ま
せ
る
と
配
向
結
晶
化

と
言
わ
れ
る
タ
テ
ヨ
コ
に
結
晶
が
バ
ラ

ン
ス
し
て
整
列
し
、
実
際
レ
ジ
袋
で
試

さ
れ
る
と
お
り
、
薄
く
て
も
破
れ
に
く

い
素
材
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
袋
へ

の
応
用
を
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
方

法
と
し
て
、
こ
の
熱
い
樹
脂
を
あ
る
一

定
の
速
度
で
膨
ら
ま
し
て
伸
ば
し
続
け

る
こ
と
で
、
チ
ュ
ー
ブ
状
の
フ
ィ
ル
ム

を
作
り
、
一
定
幅
で
裁
断
し
、
底
を
溶

着
し
て
い
け
ば
、
大
量
の
袋
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
試
行
し

て
み
る
と
、
フ
ィ
ル
ム
が
不
均
一
な
厚

み
で
仕
上
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
製
造

す
る
機
械
の
金
属
に
製
品
が
溶
着
し
て

し
ま
う
こ
と
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
ま

し
た
。
仲
間
と
の
長
い
知
恵
の
出
し
合

い
、
試
行
錯
誤
で
と
に
か
く
で
き
う
る

限
り
の
方
法
を
や
り
続
け
て
、
素
材
に

あ
ら
か
じ
め
均
一
に
膨
張
す
る
成
分
を

導
入
し
、
続
い
て
熱
い
樹
脂
が
急
激
に

冷
や
さ
れ
る
際
に
発
生
す
る
安
定
体
部

分
を
金
属
の
代
わ
り
に
、
た
ま
た
ま
近

く
に
あ
っ
た
紙
管
で
や
っ
て
み
よ
う
と

考
え
、
解
決
へ
の
糸
口
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
製
法
開
発
の
研
究
は
、
仲
間
と
寝

食
を
忘
れ
「
何
故
か
を
追
求
」
し
て
い

く
営
み
で
し
た
。
当
時
の
上
司
も
結
果

が
出
る
ま
で
研
究
室
に
遅
く
ま
で
残
っ

て
く
れ
相
談
や
報
告
を
待
っ
て
い
た
だ

き
、
自
由
に
存
分
に
研
究
が
で
き
ま
し

た
。

現
在
は
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
応
用
さ
ら

に
実
用
の
可
能
性
を
引
き
出
す
仕
事

レ
ジ
袋
が
製
品
化
さ
れ
て
も
、
底
の

溶
着
や
印
刷
に
つ
い
て
の
問
題
等
が
発

生
し
て
、
本
当
に
使
え
る
状
態
や
役
に

立
つ
状
態
な
の
か
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
製
造
の
現
場
、
加
工
の

た
め
の
機
械
の
設
計
、
品
質
管
理
と
あ

ら
ゆ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
真
の
実
用

化
を
見
届
け
る
ま
で
関
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
の
袋
の
技
術
で
、
そ
れ
ま

で
の
ガ
ラ
ス
瓶
や
有
害
な
塩
化
ビ
ニ
ル

に
変
わ
る
点
滴
袋
な
ど
の
開
発
に
も
成

功
し
ま
し
て
、
仲
間
と
研
究
し
、
実
用

化
を
見
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
昭
和

電
工
の
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
で
、
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
加
工
技
術
の
応
用
を
考

え
て
実
用
化
し
、
多
く
の
樹
脂
メ
ー

カ
ー
に
技
術
供
与
を
す
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
お
り
、
現
在
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
忙
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

自
由
で
夢
中
に
な
れ
た
学
生
時
代

京
都
大
学
を
4
年
で
卒
業
し
ま
し
た

の
で
す
が
、研
究
が
お
も
し
ろ
く
、当
時
、

高
分
子
化
学
の
分
野
で
た
い
へ
ん
著
名

な
第
一
人
者
級
の
先
生
が
在
籍
さ
れ
て

お
り
、
一
年
さ
ら
に
研
究
室
に
残
ら
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
豊
高
の
校
風
に
も

あ
り
ま
す
け
ど
、
自
由
で
な
ん
で
も
や

ら
せ
て
く
れ
て
、し
か
も
相
談
に
も
の
っ

て
も
ら
え
る
人
が
そ
ば
に
い
て
、
答
え

は
だ
れ
に
も
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん

が
、
一
生
懸
命
探
求
す
る
こ
と
に
夢
中

に
な
れ
る
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
り
、

中
学
の
時
に
は
放
送
部
の
放
送
機
材
を

作
っ
た
り
し
て
、
理
科
、
特
に
電
気
に

は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
父
が
ク
ラ

レ
の
研
究
者
を
務
め
て
お
り
、
豊
高
で

は
習
わ
な
い
よ
う
な
合
成
繊
維
や
化
学

に
関
わ
る
本
も
家
で
勧
め
ら
れ
、
可
能

性
の
広
大
な
化
学
に
興
味
を
覚
え
て
い

き
ま
し
た
。
豊
高
時
代
、
八
幡
先
生
も

部
活
も
学
業
も
な
ん
で
も
自
由
に
や
ら

せ
て
く
れ
た
の
で
、
軟
式
テ
ニ
ス
部
で

も
キ
ャ
プ
テ
ン
も
や
り
、
仲
間
と
と
も

に
夢
中
に
な
っ
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

強
く
な
っ
て
い
く
喜
び
も
経
験
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
京
都
大
学
で
研
究
を

続
け
て
い
く
道
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

「
工
学
部
の
人
間
な
ら
世
の
中
の
役
に

立
っ
て
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
一
年
追
加
の
研
究
生
活
の

の
ち
、
教
授
の
勧
め
も
あ
り
、
昭
和
電

工
に
就
職
し
ま
し
た
。

研
究
の
醍
醐
味
、
在
校
生
へ

　
「
夢
」
で
す
。
仲
間
と
と
も
に
一
つ
の

結
果
を
探
求
す
る
こ
と
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
議
論
を
重
ね
、
失
敗
と
い
う
経

験
を
踏
み
、
一
人
で
は
決
し
て
出
来
な

い
こ
と
を
実
現
に
導
く
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
倍
も
喜
び
が
大

き
い
で
す
。
さ
ら
な
る
開
発
に
も
力
が

入
り
ま
す
。
今
は
情
報
過
多
の
時
代
で
、

情
報
収
集
に
時
間
を
割
き
す
ぎ
る
傾
向

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。も
っ
と
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
、
の
び
の
び
と
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
結
果
を
出

し
て
、
私
は
次
代
の
人
財
に
は
い
つ
も

「
何
故
か
を
考
え
よ
う
」
と
言
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
解
決
や
質
の
向
上

方
法
を
探
り
、
可
能
性
の
拡
大
を
す
れ

ば
、
お
も
し
ろ
く
な
る
、
仕
事
と
い
う

の
は
お
も
し
ろ
い
、
お
も
し
ろ
く
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
夢
中
に

な
っ
た
と
き
、
自
ず
と
成
長
し
て
い
る

自
分
が
そ
こ
に
あ
る
は
ず
で
す
。

（
文
・
南
里
吉
彦
）

鷹　

敏
雄
さ
ん　

略
歴　

1
9
6
7
年
京
都

大
学
工
学
部
高
分
子
学
科
卒
業　

1
9
6
8

年
昭
和
電
工
株
式
会
社
入
社
（
蒲
田
の
中
央

研
究
所
に
配
属
）　

1
9
7
2
年
H
D
P
E

バ
ラ
ン
ス
フ
ィ
ル
ム
成
形
技
術
確
立　

1
9
8
1
年
フ
ィ
ル
ム
成
形
技
術
が
国
家
試

験
に
加
わ
り
第
1
回
か
ら
検
定
委
員
と
し
て

参
加　

2
0
0
0
年
10
月
タ
カ
・
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ナ
ビ
株
式
会
社
設
立　

代
表
取

締
役
社
長　

2
0
1
6
年
11
月　

叙
勲
「
瑞

宝
単
光
章
」
受
章
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平成29年3月チャリティコンサートの合間に
（瀬田さん提供）

高
25　

瀬
田 

敦
子 

さ
ん

ピ
ア
ニ
ス
ト

ピ
ア
ノ
の
音
色
で
命
を
生
み
出
す

ク
ラ
シ
ッ
ク
伝
道
師

●
ぞ
う
す
い
の
会

タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
に
在
住
す
る

高
25
期
の
瀬
田
敦
子
さ
ん
。
現
在
パ

ヤ
ッ
プ
大
学
音
楽
学
部
客
員
教
授
で
あ

る
。
平
成
29
年
3
月
7
日 

（
火
）「
ぞ
う

す
い
の
会
」
な
る
催
し
に
、
瀬
田
さ
ん

が
大
学
の
学
生
6
人
を
連
れ
て
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
た
。「
ぞ
う
す
い
の

会
」
と
は
J
A
F
S
（
公
益
社
団
法
人

ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
）
が
主
催

す
る
水
を
贈
る
支
援
活
動
「
贈
水
」
に

「
雑
炊
」
の
言
葉
を
か
け
て
雑
炊
を
食

べ
る
。
参
加
費
か
ら
食
材
費
を
引
い
た

差
額
分
を
積
み
立
て
て
、
ア
ジ
ア
に
安

全
な
飲
料
水
を
贈
る
こ
と
（
井
戸
建
設
）

を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
の
会
で
す
。

J
A
F
S
は
1
9
7
9
年
に
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
、
ア
ジ
ア
に

〝
命
の
水
〞
を
贈
る
民

間
国
際
協
力
援
助
団
体

（
N
G
O
）
で
す
。
今

回
の
来
日
は
音
楽
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
貧
し
い

人
々
に
手
を
差
し
の
べ

た
タ
イ
・
プ
ミ
ポ
ン
前

国
王
を
偲
ん
で
、
瀬
田

敦
子
と
タ
イ
の
学
生
た
ち
に
よ
る
「
ア

ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
」

の
ピ
ア
ノ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・

全
3
公
演
の
た
め
で
す
。

●
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
移
住

2
0
0
8
年
、
公
立
高
校
で
音
楽
の

教
師
を
さ
れ
て
い
た
ご
主
人
と
タ
イ
王

国
チ
ェ
ン
マ
イ
に
移
住
。
瀬
田
さ
ん
は

2
0
0
7
年
発
行
の
豊
陵
会
報
第
84
号

〈
わ
た
し
の
針
路
30
〉
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
主
婦
か
ら
一
転
、
世
界
で
活
躍

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
演
奏
活
動
が
多
く
、

音
楽
仲
間
も
た
く
さ
ん
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
へ
の
移
住
を
瀬
田
さ
ん
は
希
望

し
ま
し
た
が
、
ご
主
人
の
意
向
で
タ
イ

王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
に
決
定
。
住
み
は
じ

め
た
頃
は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
文
化

が
無
く
、
街
に
は
重
低
音
の
き
い
た
タ

イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
曲
し
か
流
れ
て
い

な
い
チ
ェ
ン
マ
イ
に
馴
染
め
な
か
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。「
私
の
住
む
と
こ
ろ
で
は

な
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
時

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
友
人
宅
で
英
気
を

養
う
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
、
パ
ヤ
ッ
プ

大
学
音
楽
学
部
客
員
教
授
に
と
の
依
頼

が
来
ま
す
。
悩
ん
だ
末
、
タ
イ
の
学
生

の
音
楽
を
指
導
す
る
こ
と
に
。
そ
こ
で

も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
音
楽
大
学
の
学
生

の
中
に
楽
譜
も
読
め
な
い
生
徒
も
い
る

の
で
す
。
当
然
授
業
も
う
ま
く
い
か
ず
、

生
徒
は
謝
っ
て
ば
か
り
。
し
ば
ら
く
し

て
、
そ
の
こ
と
を
瀬
田
さ
ん
自
身
が
反

省
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
そ
の
人
に
し
か
無
い
個
性
を
伸
ば
す

瀬
田
さ
ん
は
自
分
自
身
に
流
れ
る
音

を
出
さ
せ
よ
う
と
指
導
し
て
来
た
こ
と

に
気
付
き
ま
す
。
技
術
的
に
は
ま
だ
ま

だ
で
も
、
素
直
に
音
楽
を
楽
し
み
、
音

楽
を
奏
で
る
生
徒
達
が
そ
こ
に
は
い
ま

し
た
。
あ
る
生
徒
は
堂
々
と
演
奏
し
、

あ
る
生
徒
は
恥
ず
か
し
が
り
や
、
生
徒

個
人
の
持
っ
て
い
る
色
ん
な
個
性
を
見

つ
け
、
引
き
出
し
、
音
に
す
る
。
そ
こ

に
気
付
い
た
と
き
、
授
業
が
変
わ
り
、

生
徒
達
の
顔
が
明
る
く
な
り
、
演
奏
力

も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

瀬
田
さ
ん
は
「
生
徒
達
に
逆
に
教
え
ら

れ
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

●
チ
ェ
ン
マ
イ
・
ヒ
ナ
ス
テ
ラ
国
際
音

楽
祭
＆
コ
ン
ク
ー
ル

瀬
田
さ
ん
の
活
動
は
世
界
規
模
に
な

り
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
無
か
っ

た
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
が
国
際
音
楽

都
市
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
と
、
聴
衆

が
「
も
う
一
度
聴
き
た
い
」
と
思
う
よ

う
な
演
奏
家
と
し
て
魅
力
あ
る
人
材
を

発
掘
し
、
今
後
の
活
動
を
応
援
す
る
こ

と
を
目
的
の
し
た
活
動
を
2
0
1
6
年

に
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
れ
が
チ
ェ
ン
マ

イ
・
ヒ
ナ
ス
テ
ラ
国
際
音
楽
祭
＆
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。
西
欧
を
中
心
と
す
る
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
先
進
国
と
比
べ
る
と
ま

だ
ま
だ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
た
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

作
曲
家
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ヒ
ナ
ス
テ
ラ
が

語
っ
た
「
音
楽
は
そ
の
国
だ
け
に
突
出

す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
壁
を
作
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
勇
気

を
得
て
、
国
境
、
文
化
、
宗
教
、
い
ろ

い
ろ
な
壁
を
取
り
払
い
、
ア
ジ
ア
の
地

方
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
世
界
に
向
け

て
独
自
の
芸
術
文
化
を
発
信
す
る
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
で
命
の
水
を
増

や
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
無
い
国
で

も
埋
も
れ
る
事
な
く
、
無
い
な
ら
作
っ

て
、
広
め
て
し
ま
お
う
と
い
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
先
輩
で
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。

（
文
・
古
澤
頼
秋
）

瀬
田
敦
子
さ
ん　

略
歴　

1
9
9
6
年
イ
タ

リ
ア
・
マ
ス
タ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
現
在
タ
イ
・

チ
ェ
ン
マ
イ
を
拠
点
に
活
動
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
作
曲
家
ヒ
ナ
ス
テ
ラ
の
作
品
演
奏
の
代

表
者
と
し
て
有
名
。
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会　長
永田　武全(高15期)
副会長
越智　克司(高15期)
木村　榮次(高15期)
中島　　守(高22期)
財務幹事
赤塚　雄一(高22期)
萩原　　哲(高22期)
会計監事
滝川　勲夫(高15期)
宗田　京子(高15期)
総務部会長
徳田　　俊(高22期)
会報部会長
南里　吉彦(高37期)
会報副部会長
神保　雅明(高8期)
資料室部会長
川上　　寛(高13期)
IT推進部会長
丸山　幸夫(高15期)
IT推進副部会長
渡辺　寿一(高19期)
事務局長
中尾　寛次(高13期)
事務局
高岡　浩子(高13期)
伊藤　晴康(高21期)
菅　　祐子(高32期)
幹　事
妹尾　景行(高3期)
友国　泰治(高5期)
上神英二郎(高6期)
多河　正和(高7期)
神保　雅明(高8期)
大久保　孝(高9期)
堀田　芳男(高9期)
長谷川能民(高10期)
有田　　進(高12期)
川上　　寛(高13期)
堀内　　肇(高14期)
丸山　幸夫(高15期)
村瀬　一郎(高15期)
梶山　四郎(高16期)
高坂　敬三(高16期)
須賀　寅充(高16期)
中田　八朗(高16期)
正岡　　哲(高16期)
西澤　信善(高16期)
松村　宗順(高17期)
石川　国義(高18期)
佐野　紀夫(高18期)
転法輪真理(高18期)
岡嶋　　豊(高19期)
野原　嗣久(高19期)
渡辺　寿一(高19期)
高田　裕文(高20期)
矢澤　マリ(高20期)

牧野　　隆(高21期)
徳田　　俊(高22期)
河田　一裕(高23期)
熊澤　一郎(高23期)
永井　宏明(高23期)
中野　隆子(高26期)
加藤　芳哉(高29期)
神戸　裕子(高29期)
永井　　裕(高30期)
橋田　　浩(高32期)
南里　吉彦(高37期)
亀井　圭子(高37期)
白木　智巳(高41期)
評議員
松浦　　茂(中19回)
飯嶌　　宏(中23回)
西島　靖之(高1期)
岡田　久男(高2期)
中西　寛治(高2期)
政木　　武(高2期)
川島　保春(高3期)
小野　　實(高4期)
前川　　巖(高5期)
八幡　弘道(高6期)
山埜ゆみ子(高6期)
岸谷由紀子(高6期)
石橋　美紀(高7期)
平野　次雄(高7期)
浅田　重子(高7期)
成田　研一(高8期)
牧　　雄彦(高8期)
東　　敦子(高8期)
石田美代子(高8期)
水谷　忠昭(高9期)
田中　忠夫(高10期)
上田三千乃(高10期)
久保　文子(高10期)
猪谷　正臣(高11期)
平井　　昭(高11期)
植田　元則(高12期)
菅谷　　梓(高13期)
岩武　萬子(高13期)
小出　君子(高13期)
鵜川　増文(高14期)☆
中野　英機(高14期)
依田　昌彦(高14期)
森川　史子(高14期)
足達　統彦(高15期)
高須　元洋(高15期)
中村　　信(高15期)
仲田　祐司(高15期)
渡邉　　元(高15期)
永野　豊子(高15期)
中出　幸子(高15期)
大川慎太郎(高16期)
湊　　　稔(高16期)
千田　智之(高17期)
廣野　敏生(高17期)
藤田　　進(高17期)

宮崎　保之(高17期)
石尾　賢一(高18期)
小林　正明(高18期)
古川美重子(高18期)
尾上　修一(高19期)
奥田　逸朗(高20期)
田村　雅史(高20期)
中野　隆史(高20期)
長門　孝次(高20期)
守口　建治(高20期)
加堂　裕規(高21期)
田村　　守(高21期)
福島　　裕(高21期)
豊田　宣子(高21期)
吉田　優子(高21期)
上原　　茂(高22期)
平野　二郎(高22期)
福原　美典(高22期)
三木　茂生(高22期)
林　　雅子(高22期)
桑畑　健二(高23期)
中木　常雄(高23期)
深井　玲子(高24期)
増田　吉則(高25期)
折原　玲子(高25期)
片山　泰子(高25期)
横井　葉子(高26期)
雨宮　　伸(高27期)
石田　省三(高27期)
梅原　拓也(高27期)
勝又　敏夫(高27期)
神川　定久(高27期)
中村佐知大(高27期)
長岡佐江子(高27期)
明里　一孝(高28期)
松井　　豊(高28期)
笠井　信吾(高29期)
矢野　正仁(高29期)
石垣　美紀(高29期)
前田　妙子(高29期)
久井　主税(高31期)
山下　典子(高31期)
松本　良枝(高31期)
升井　知子(高31期)
門田　浩一(高32期)
北原　千春(高32期)
國友　奈美(高32期)
有賀由利子(高32期)
赤松　史朗(高33期)
坂上　憲史(高33期)
利川　公代(高33期)
沖原みゆき(高34期)
門田　佳子(高34期)
中原　洋子(高34期)
河野　浩明(高35期)
田中　元彦(高35期)
吉本　正樹(高35期)
岸本　一蔵(高36期)
重定　宏明(高36期)

田中　一史(高36期)
小島　史子(高36期)
中村　康子(高36期)
福中　寛子(高36期)
古川智香子(高36期)
津田　昌一(高37期)
名倉　　功(高37期)
南　　千恵(高37期)
木南　　鼓(高38期)
藤田　竜治(高38期)
大西　花子(高38期)
佐藤　琴波(高38期)
権藤由記子(高38期)
髙畑　秀道(高38期)
別所　邦彦(高39期)
山田　竜也(高39期)☆
重村　桜子(高39期)
米田美代子(高39期)
山見　智子(高39期)
後藤　　淳(高40期)
齊藤　雅彦(高40期)
徐　　廷禹(高40期)
岡本　直美(高40期)
櫻井さとこ(高40期)
桝谷　礼子(高40期)
池田　大輔(高41期)
濱田　俊治(高41期)
堀岡　良則(高41期)
平野　直子(高41期)
中嶋　ちさ(高41期)
穴道奈穂子(高41期)
久代希予子(高41期)
中西　育代(高41期)
石井　君香(高41期)
酒匂　建文(高42期)
小林　知博(高42期)
佐々木有里(高42期)
村上　陽子(高42期)
山中美由紀(高42期)
尾上　高志(高43期)
藤田　貴支(高43期)
木下　真吾(高44期)☆
児玉健太郎(高44期)
髙橋　繁生(高44期)
玉城　勇人(高44期)☆
中山　雅詞(高44期)☆
命尾　昌彦(高44期)☆
吉田　雄三(高44期)☆
大橋みゆき(高44期)☆
鳥居　菜絵(高44期)☆
北之坊晋次(高45期)
橋本　匡弘(高45期)
市原史津子(高45期)
下村満美子(高45期)
片岡亜紀子(高45期)
西　　広嗣(高46期)
前田　優香(高46期)
野田　健一(高48期)
古澤　頼秋(高48期)

和田あやか(高48期)
石黒　陽子(高49期)
多賀　朋子(高49期)
小林佳代子(高50期)
山口　真歩(高50期)
磯部　光男(高51期)
畑　　雅三(高51期)
山田　あや(高51期)
佐藤　　健(高52期)
齋藤　佑樹(高52期)
花畑　　雄(高52期)
南岡　俊之(高52期)
岡　　美帆(高52期)
上原　拓真(高53期)
南川　郁夫(高53期)
兼田　美紀(高53期)
五十里麻衣(高53期)
寺井　寿子(高53期)
寺脇　知里(高53期)
森西　絵美(高53期)
國平　直樹(高54期)
雜賀　譲二(高54期)
徳重美紀子(高54期)
圓岡　美幸(高54期)
臼杵　　毅(高55期)
恩田　淳史(高55期)
横谷　圭祐(高55期)
髙橋　敬子(高55期)
前防由利子(高55期)
勝部　義幸(高56期)
田中　　良(高56期)
宮澤　佳樹(高56期)
梶谷　理紗(高56期)
古澤　真希(高56期)
星野　亜季(高56期)
尾崎　　優(高57期)
小松　光一(高57期)
比嘉　雅浩(高57期)
安福　一貴(高57期)
筒井　優沙(高57期)
大西　　唯(高57期)
平尾　友美(高57期)
上西　将司(高58期)
早野　貴至(高58期)
中村　志穂(高58期)
門脇　亮太(高59期)
尾西　沙絵(高59期)
小美野陽子(高59期)
岸田絵里加(高59期)
石野　勇次(高60期)
喜多　芳裕(高60期)
吉田　将平(高60期)
石井　友梨(高60期)
柏原　成美(高60期)
田辺　麻純(高60期)
中島　早苗(高60期)
上栗　良介(高61期)
新居美奈子(高61期)
黒谷　光宏(高62期)

姫田　慎也(高62期)
山下　真護(高62期)
川西　咲希(高62期)
小島　　碧(高62期)
松本　紗和(高62期)
柏原　翔太(高63期)
田原　大祐(高63期)
新免　瑞穂(高63期)
美野　千尋(高63期)
井口　大夢(高64期)
上村　文哉(高64期)
上原　瑛美(高64期)
星　安理沙(高64期)
荒川　挙人(高65期)
下村　龍一(高65期)
植屋　陽佳(高65期)
川上　　彩(高65期)
伊達　　巧(高66期)
牧　　省吾(高66期)
太田　枝織(高66期)
村岡　彩夏(高66期)
杉方　翔也(高67期)
木村　萌絵(高67期)
加藤　晴貴(高68期)☆
神代　康輔(高68期)☆
大西　晴奈(高68期)☆
岡本　典子(高68期)☆
顧　問
桐山　輝彦(中20回)
藤上　幸作(中22回)
芳賀　　洋(中23回)
神内　重明(高5期)
小西　淳次(高6期)
中井　梅雄(高7期)
望月　靖允(高7期)
中川　治喜(高9期)
中野　寛成(高11期)
河村　　繁(19代校長)
北　　修爾(高13期)
淺井　由彦(高2期)

東京支部支部長
松本　　洋(高13期)
中部支部支部長
岡野　　勝(高22期)

●役員一覧 （平成29年2月24日現在） ☆印は、平成28年4月以降の新任　

高69期同期会世話役
赤阪　亮太
清瀬　勇人
高原虎太郎
横城　壮太
石橋　快都
豊島　茂大
福田　颯真
田中　雷三
田中　大河

平林　瑞紀
島田　真帆
松川　佳奈
大同　李奈
山﨑　瑠奈
村岡　美侑
三浦　沙彩
西野　莉穂
加藤真理子
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豊中高校創立豊中高校創立
100100周年の夢周年の夢

－あと4年－
（思い出を積み重ねて）

大切な思い出大切な思い出
記録も写真もないけれど･･･記録も写真もないけれど･･･

1
年
5
組　

担
任
肥
塚
先
生
（
コ
エ

タ
ン
）。
昭
和
16
年
12
月
に
始
ま
っ
た

大
東
亜
戦
争
の
中
、
昭
和
17
年
4
月
に

豊
中
（
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
）
生
に
な
り
ま
し

た
。
北
原
白
秋
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲

に
よ
る
校
歌
の
中
に
「
飛
べ
よ
鳩
よ
、

翼
搏
た
む
」
三
番
の
一
節
に
あ
り
ま
し

た
。評
判
に
な
っ
た
校
歌
の
名
曲
で
す
。

豊
中
中
学
の
軍
鳩
部
は
剣
道
部
・
送
球

部
と
共
に
軍
用
鳩
新
聞
に
成
績
が
の
る

く
ら
い
に
有
名
で
あ
っ
た
。
小
学
校
4

年
生
か
ら
飼
っ
て
い
た
私
は
迷
い
な
く

軍
鳩
部
に
入
っ
た
。

軍
鳩
・
軍
馬
・
軍
犬
は
大
事
な
戦
器

で
あ
り
、
凡
て
は
軍
籍
に
登
録
さ
れ
て

私
は
昭
和
20
年
3
月
10
日
の
東
京
大

空
襲
で
追
わ
れ
て
大
阪
箕
面
の
親
戚
に

身
を
寄
せ
て
豊
中
中
学
の
3
年
生
に
転

校
し
た
。
転
校
し
た
4
月
は
普
通
の
授

業
を
受
け
た
覚
え
が
あ
る
。
し
か
し
す

ぐ
に
5
月
頃
と
記
憶
す
る
が
勤
労
奉
仕

と
し
て
和
歌
山
県
海
南
市
か
ら
東
に
野

1
9
4
7
年
学
校
教
育
の
制
度
で
、

私
達
は
豊
中
市
立
女
学
校
か
ら
旧
豊
中

中
学
の
併
設
中
学
三
年
生
に
編
入
。
当

時
、
女
子
受
入
反
対
の
あ
る
中
、
私
は

グ
ラ
ン
ド
で
不
安
な
気
持
ち
で
い
た
こ

豊
高
に
入
学
し
て
驚
い
た
点
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
体
操
の
時
間
で

す
。
そ
れ
ま
で
中
学
時
代
は
普
段
も
体

操
も
長
ズ
ボ
ン
。
体
操
は
ト
レ
パ
ン
で

す
。
そ
れ
が
短
パ
ン
で
し
か
も
体
操
の

時
間
の
最
初
に
豊
高
体
操
（
？
）
を
覚

え
さ
せ
ら
れ
た
事
で
す
。
寒
さ
に
耐
え

て
、
覚
え
る
の
に
必
死
で
し
た
。
今
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
！　

も
う
一
つ
は
美
術
や
音
楽
な
ど
の
5

教
科
以
外
の
科
目
に
「
工
芸
」
が
あ
っ

た
事
で
す
。
他
の
高
校
に
は
な
い
教
科

と
い
う
事
で
、
選
択
し
ま
し
た
が
、
製

品
の
作
成
で
悪
戦
苦
闘
。
し
か
し
器
用

な
方
も
多
く
、
販
売
し
て
い
る
製
品
に

見
劣
り
が
し
な
い
作
品
を
作
る
人
も
多

く
、
感
心
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

い
ま
し
た
。
国
策
に
沿
っ
て
優
遇
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
親
た
ち
も
子
供
の
生
長

の
情
操
教
育
に
な
る
と
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。

中
学
1
年
頃
、正
科
は
剣
道
で
あ
り
、

先
生
は
京
都
武
徳
殿
よ
り
、
川
上
徳
也

先
生
が
来
て
お
り
、
日
本
一
の
剣
道
中

学
と
し
て
徹
底
的
に
き
た
え
ま
し
た
。

冬
の
朝
寒
い
中
で
の
寒
稽
古
が
思
い
出

で
す
。
全
校
生
徒
を
紅
白
に
分
け
て
、

広
い
校
庭
で
の
白
兵
戦
を
戦
う
の
で
あ

る
。
戦
い
終
わ
っ
た
後
の
大
き
な
鍋
の

ウ
ド
ン
の
味
が
格
別
に
う
ま
か
っ
た
事

が
思
い
出
だ
。

中
学
2
年
頃
、
東
豊
中
に
あ
っ
た
修

練
道
場
の
合
宿
が
楽
し
か
っ
た
。
出
征

兵
士
の
い
る
農
家
の
お
手
伝
い
や
、
松

根
油
を
と
る
た
め
に
、
山
か
ら
松
の
木

を
切
り
出
す
な
ど
の
軽
作
業
や
、
毎
日

の
軍
事
教
練
、
行
軍
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

も
辛
く
て
苦
し
い
行
事
で
し
た
が
、
今

と
な
っ
て
は
楽
し
い
経
験
で
し
た
。

中
学
3
年
頃
、
戦
局
が
悪
化
し
て
、

政
府
に
よ
り
学
徒
動
員
令
が
発
令
さ

れ
、
各
ク
ラ
ス
毎
に
、
軍
関
係
の
工
場

に
勤
労
し
一
億
総
動
員
で
す
。
私
達
の

ク
ラ
ス
は
野
曽
原
先
生
（
ノ
ソ
）
の
引

率
で
枚
方
陸
軍
造
廠
所
で
火
薬
作
り
と

信
管
に
入
れ
る
火
薬
の
プ
レ
ス
の
毎
日

で
し
た
。
事
故
に
よ
り
、
旧
友
の
何
名

か
が
負
傷
し
た
の
が
痛
恨
で
す
。
4
年

の
前
半
は
同
じ
よ
う
な
生
活
で
し
た

が
、
伊
丹
飛
行
場
や
阪
神
工
業
地
帯
に

近
い
豊
中
近
辺
も
爆
撃
や
焼
夷
弾
に
や

ら
れ
る
惨
禍
で
し
た
。
先
輩
や
同
輩
の

多
く
が
陸
海
軍
に
志
願
し
て
陸
士
、
海

兵
等
に
入
り
、
予
科
練
習
生
に
進
ん
で

応
募
し
た
。
私
自
身
も
適
性
検
査
に
合

格
し
、
入
隊
を
待
つ
間
に
終
戦
と
な
り

ま
し
た
。

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

併
3
の
あ
る
日
、
担
任
の
牧
先
生
か

ら
放
送
部
に
薦
め
ら
れ
て
入
部
。
構
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
経
験
や
、
先
輩
達
と

N
H
K
放
送
局
に
見
学
に
行
き
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
憧
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
部
室
で
の
全
員
集
合
写
真
は
、

懐
か
し
い
一
コ
マ
で
す
。

高
校
進
学
時
は
、
校
章
、
制
度
も
新

し
く
変
わ
り
新
鮮
な
気
持
ち
で
進
学
を

迎
え
、
部
活
は
コ
ー
ラ
ス
部
。
毎
年
中

之
島
公
会
堂
で
、
全
大
阪
高
校
合
唱
発

表
会
に
参
加
。
混
声
合
唱
の
素
晴
ら
し

さ
に
魅
了
さ
れ
卒
業
後
も
今
も
コ
ー
ラ

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
回
こ
の
機
会
で
改
め
て
、
諸
先
生

方
の
ご
指
導
の
元
で
、
充
実
し
た
青
春

時
代
を
過
ご
せ
た
事
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
鉄
道
で
入
っ
た
寒
村
に
送
ら
れ
、
そ

こ
で
材
木
運
び
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
こ

で
は
倉
庫
の
土
間
に
藁
を
敷
い
た
だ
け

の
所
に
寝
か
さ
れ
た
。
た
だ
こ
の
勤
労

奉
仕
は
1
週
間
で
済
ん
だ
。
し
か
し
そ

れ
が
終
わ
る
と
本
格
的
な
勤
労
奉
仕
が

待
っ
て
い
た
。
我
々
の
ク
ラ
ス
は
阪
急

宝
塚
線
の
三
国
駅
か
ら
西
に
2
キ
ロ
ほ

ど
離
れ
た
日
本
ア
ル
マ
イ
ト
工
場
に
送

ら
れ
て
そ
こ
で
航
空
機
の
部
品
の
研
磨

を
終
戦
時
ま
で
さ
せ
ら
れ
た
。こ
の
間
、

空
襲
を
受
け
た
が
幸
い
我
々
の
ク
ラ
ス

の
誰
も
が
傷
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

終
戦
に
よ
り
勤
労
奉
仕
か
ら
は
解
放

さ
れ
た
が
学
校
の
運
動
場
は
芋
畑
と

な
っ
て
い
た
し
、
過
去
の
軍
国
主
義
的

な
教
科
書
か
ら
民
主
主
義
的
な
教
科
書

へ
の
転
換
は
容
易
で
は
な
く
、
ほ
と
ん

ど
教
科
書
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が

ガ
リ
版
で
作
ら
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
頼
り

に
し
て
授
業
を
受
け
た
。
し
か
し
こ
の

方
が
勉
強
に
集
中
出
来
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

4
年
次
に
な
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た

が
私
は
4
卒
で
旧
制
高
等
学
校
に
移
っ

た
の
で
実
質
、
豊
中
中
学
で
学
ん
だ
時

間
は
1
年
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し

か
し
多
く
の
友
達
が
出
来
て
現
在
も

時
々
集
ま
っ
て
は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。
こ
れ
は
至
上
の
幸
福
と
云
い

た
い
。

軍
国
主
義
か
ら
自
由
主
義
へ
1
8
0

度
の
転
換
を
し
た
わ
け
で
、
何
を
す
る

べ
き
か
解
ら
ず
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
毎

日
で
し
た
。
学
校
に
戻
っ
て
み
る
と
、

大
事
な
鳩
は
一
羽
も
い
ま
せ
ん
。
飼
料

難
と
人
間
の
食
糧
難
が
重
な
り
、
先
生

方
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
戦
後

は
、
軍
用
鳩
は
通
信
鳩
と
な
り
、
電
信

状
態
の
悪
い
時
に
、
帰
巣
本
能
と
ス

ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
各
新
聞
社
の
取
材

活
動
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
昭
和

33
年
頃
に
は
山
岳
救
助
や
漁
業
関
係
、

酪
農
の
血
清
輸
送
等
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
I
T
の
発
達
と
共
に
活
躍
の
場
は

な
く
な
り
現
在
は
先
進
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
か
ら
年
間
6
万
羽
が
輸
入
さ

れ
「
空
飛
ぶ
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
」
と
し
て

生
産
、
調
教
し
、
完
全
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
全
国
1
5
0
0
0
人
の
愛
好
家

に
「
よ
り
遠
く
！
よ
り
速
く
！
」
の
夢

を
覚
え
ま
す
。
国
内
だ
け
で
年
間

1
0
0
万
羽
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
戦
争

の
な
い
平
和
な
時
代
の
趣
味
と
し
て
楽

し
み
な
が
ら
豊
中
中
学
軍
鳩
部
で
育
っ

た
事
を
誇
り
に
思
い
、
感
謝
す
る
毎
日

で
す
。
多
分
、
卒
業
生
の
中
で
一
番
勉

強
し
な
か
っ
た
と
同
時
に
色
々
な
経
験

を
さ
せ
て
く
れ
た
頃
で
す
。
同
窓
諸
兄

姉
の
健
康
と
、
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

豊
中
中
学
校
時
代
、
軍
鳩
部
の
思
い
出

中
22　

山
本
雅
嗣

教
科
書
が
な
か
っ
た
時
代

中
23　

高
折
益
彦

併
設
中
学
・
高
校
生
活
の
想
い
出

高
4　

榎
戸
和
子

短
パ
ン
・
豊
高
体
操
・
工
芸

高
14　

森
澤
潤
一
郎
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「
漆
喰
が
乾
く
前
に
下
絵
を
壁
に
当

て
描
線
に
開
け
た
穴
を
色
の
薄
い
絵
の

具
を
含
ま
せ
た
馬
楝
で
叩
い
て
点
線
を

描
く
ん
だ
」

13
年
前
の
こ
と
で
す
。
55
歳
の
私
は

ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
の
前
で
隣
の
女
性
に

説
明
し
ま
す
。

二
度
目
の
結
婚
相
手
は
殊
勝
な
表
情

で
ハ
ニ
ー
ム
ー
ン
無
料
観
光
案
内
を
享

受
し
ま
す
。

　
「
そ
の
後
急
い
で
彩
色
を
し
た
の
が

フ
レ
ス
コ
画
だ
よ
。
漆
喰
が
乾
い
て
絵

の
具
が
固
定
し
て
、
二
千
年
後
に
私
た

ち
が
見
て
い
る
」

私
の
思
い
は
そ
れ
か
ら
37
年
前
の
豊

中
高
校
二
年
生
三
学
期
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
ま
す
。

期
末
試
験
が
終
わ
り
学
年
そ
ろ
っ
て

の
映
画
「
華
麗
な
る
激
情
」
鑑
賞
で
す
。

チ
ャ
ー
ル
ト
ン
・
ヘ
ス
ト
ン
演
じ
る
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
レ
ッ
ク
ス
・
ハ
リ
ス

ン
の
法
王
ユ
リ
ウ
ス
2
世
か
ら
注
文
さ

れ
た
シ
ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
天
井
壁
画
を

描
く
大
芸
術
ド
ラ
マ
で
す
。
そ
こ
で
フ

レ
ス
コ
画
が
描
か
れ
る
シ
ー
ン
が
懇
切

に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は

■ 

音
楽
会
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン『
第
九
』

と
、『
眠
れ
幼
き
魂
』
を
歌
い
ま
し

た
。
音
楽
選
択
者
の
皆
さ
ん
、
覚
え

て
い
ま
す
か
。
私
は『
眠
れ
幼
き
魂
』

の
指
揮
を
し
た
の
で
す
が
、
音
楽
会

の
数
日
後
、
感
動
し
た
と
い
う
手
紙

を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
で
も
大
切
に

持
っ
て
い
ま
す
。 

（
児
玉
健
太
郎
）

■ 

応
援
団
で
団
長
を
や
っ
て
、
皆
で
ダ

ン
ス
を
作
り
あ
げ
た
の
が
良
い
思
い

出
で
す
。
あ
る
時
団
長
6
人
が
芝
生

『
フ
レ
ス
コ
画
』

高
19　

村
上
建
夫

2
年
生
の
時
の
各
種
行
事（
寄
せ
書
き
）

高
校
44
期

す
。
こ
の
「
工
芸
」
は
今
も
残
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学
卒
業
後
、
日

立
製
作
所
に
入
社
し
、
茨
城
県
の
片
田

舎
に
住
み
慣
れ
、
退
社
後
、
今
も
（
一

社
）
日
本
溶
接
協
会
の
仕
事
で
各
地
を

回
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
豊
高
へ
足
を

運
ぶ
暇
も
な
く
、
ふ
と
思
い
出
し
、
感

傷
の
気
持
ち
を
込
め
て
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
訪
問
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
が
大
学
受
験
で
忙
し
く
な
る
前

に
生
徒
た
ち
に
娯
楽
を
与
え
る
親
心

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
生
徒
の

一
人
が
妻
か
ら
教
養
人
と
尊
敬
さ
れ
る

波
及
効
果
も
伴
い
ま
し
た
。

・ 高 4安中一雄さんが平成28年 7月
1日、豊陵資料室を訪れて学制改革に
より混在した時期の中学3年次に出
された「卒業証書」や「併設豊中中
学校」と明記された表彰状など、珍
しい資料5点を寄贈した。

・ 安中さんは豊中中学26回生として昭和21年に入学したが、2
年生に進級する昭和22年 4月に「新制中学」制度が始まった
ため、義務教育期間としての2・3年生を「併設中学生」として
通学、昭和23年学制改革により新制豊中高校が発足し、当時3
年生だった26回生は豊中高校併設中学3年生となり、昭和24
年春、併設中学の卒業証書を受領して改めて「新制豊中高校」
の豊高生として通学した。1生徒としての通学生活は変らないの

に、制度改革の渦に巻き込まれ、混乱
した社会情勢や物資不足の中で「併設
中学」と明記した資料の現物はほとん
ど残っていない。安中さんが貴重な資
料を保存していることを知った資料室
の依頼を受けて寄贈された。

高 4安中一雄さんが
併設中学に関する資料寄贈

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト

高
41　

神
田
智
里

高
44　

大
橋（
金
澤
）み
ゆ
き

豊
高
あ
ん
な
こ
と

豊
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
好
評
の「
豊
高
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ア
ン
ケ
ー

ト
」。
豊
陵
会
報
版
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

① 
修
学
旅
行
は
ど
う
で
し
た
か　

② 

下
校
途
中
ど
こ
に
寄
り
道
し
ま
し
た
か

③ 

名
物
先
生
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い　

④ 

体
育
祭
の
思
い
出
を
書
い
て
く
だ
さ
い

⑤  「
豊
陵
会
」と
い
え
ば
ど
ん
な
こ
と
を
連
想
さ
れ
ま
す
か

⑥  

あ
な
た
の「
同
期
会
」に
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か

①
〜
④
の
質
問
に
対
し
２
つ
、⑤
〜
⑥
で
１
つ
選
ん
で
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

①  

2
年
の
秋
に
東
北
地
方
へ
行
き
ま
し
た
。
新
大
阪
か
ら
東
京（
新
幹
線
）↓
上
野

か
ら
ま
た
東
北
新
幹
線
と
ほ
ぼ
1
日
新
幹
線
に
…
。
わ
ん
こ
そ
ば
を
食
べ
ま
し

た
！
。
湖（
田
沢
湖
？
）で
二
人
乗
り
の
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
で
思
い
っ
き
り
こ
い
だ

な
あ
。
と
て
も
き
れ
い
な
風
景
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
ま
す
。
楽
し
い
修
学
旅
行

で
し
た
。

②  

部
活
帰
り
千
里
中
央
に
自
転
車
で
行
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。
3
年
に
な
っ
て
か

ら
は
岡
町
図
書
館
で
勉
強
し
て
ま
し
た（
ほ
と
ん
ど
友
達
と
話
し
て
た
か
も
…
）。

⑥  

今
は
東
京
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
あ
ま
り
参
加
で
き
な
い
の
で
す
が
、
部
活
の

女
子
メ
ン
バ
ー
で
、
集
ま
る
の
が
い
つ
も
楽
し
み
で
す
。
同
期
会
と
い
え
ば
部

活
メ
ン
バ
ー
で
す
。
会
え
な
く
て
も
連
絡
は
と
れ
て
い
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

③  

書
道
選
択
だ
っ
た
た
め
、
秀
島
踏
波
先
生
。
書
道
以
外
に
も「
写
真
ノ
ー
ト
」と

い
っ
て
、
自
ら
の
趣
味
の
あ
る
も
の
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン

ト
を
付
け
て
提
出
、
先
生
の「
g
o
o
d
」が
記
さ
れ
て
返
っ
て
き
た
時
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

④  

2
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
応
援
団
に
入
り
、
放
課
後
に
暗
く
な
る

ま
で
大
曽
公
園
で
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
た
こ
と
。

⑤  

卒
業
時
に「
豊
陵
会
の
し
お
り
」を
も
と
に
説
明
を
受
け
た
は
ず
な
の
に
、
昨
年

の
豊
陵
会
総
会
に
出
席
す
る
ま
で「
豊
陵
会
報
」が
送
ら
れ
て
く
る
だ
け
の
関
わ

り
で
し
た
。
出
席
し
て
み
る
と
、
多
く
の
先
輩
方
が
会
員
の
た
め
に
、
ほ
ぼ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
私
も
微
力
な
が
ら
、
で
き

る
限
り
の
協
力
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と

に
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
時
、
全
員

疲
れ
き
っ
て
ヘ
ロ
ヘ
ロ
だ
っ
た
の
が

今
思
い
返
す
と
笑
え
る
♪

 

（
玉
城
勇
人
）

■ 

修
学
旅
行
。
別
の
高
校
に
行
っ
た
友

人
達
が
、
や
れ
T
D
L
だ
の
ス
キ
ー

だ
の
と
言
っ
て
い
る
時
分
に
、
東
北

で
稲
刈
り
と
ソ
ー
ラ
ン
節
か
よ
〜
っ

て
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
に
な
っ
た
の
は

事
実
で
す
が
、
行
っ
て
み
た
ら
今
で

も
話
の
ネ
タ
に
な
る
い
い
思
い
出
で

す
。 

（
中
山
雅
詞
）

■ 

希
望
者
が
参
加
で
き
る
ス
キ
ー
合

宿
。
う
っ
か
り
「
経
験
者
ク
ラ
ス
」

に
入
っ
て
み
ん
な
に
着
い
て
行
く
の

に
必
死
だ
っ
た
け
ど
、
お
か
げ
で
ス

キ
ー
が
楽
し
く
な
っ
て
、
今
で
は
子

連
れ
で
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
鳥
居
（
清
水
）
菜
絵
）

ホームカミング25に
みんな集まれぇ～！
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学
校
ニ
ュ
ー
ス

の
ペ
ー
ジ

第
22
代
校
長
、
高
校
32
期
の
平
野
で
ご

ざ
い
ま
す
。
豊
陵
会
の
皆
様
方
に
は
、
母

校
発
展
の
た
め
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

豊
中
高
校
は
、
平
成
23
年
度
に
大
阪
府

か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
に
選
ば
れ
、
普
通
科
に
加

え
、
文
理
学
科
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
国
か
ら
は
平
成
27
年
度
よ
り
「
ス
ー

パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

（
2
期
）
と
「
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
、
府
立
学

校
の
中
で
も
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
学
校

の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
ら
に
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
、
能
勢
町
に
位
置
す
る
府
立
能
勢

高
等
学
校
が
豊
中
高
校
の
分
校
と
な
り
、

二
校
間
を
I
C
機
器
で
結
ん
で
教
育
活
動

豊
陵
会
の
皆
様
へ

　

豊
高
で
の「
人
と
の
出
会
い
」を
大
切
に

　
　

1
0
0
周
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
発
展
を

豊
中
高
校　

校
長　

平
野
裕
一

を
行
う
な
ど
、
先
駆
的
な
試
み
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

近
年
、
我
が
国
は
厳
し
い
競
争
の
時
代

を
迎
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
や
技
術
革
新
に
よ
り
雇
用
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
高
校
生
が
活
躍
す
る

時
代
に
は
、
知
識
量
の
豊
か
さ
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
よ
う
な
課
題
に
対
す
る
解

決
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
豊
中

高
校
で
は
、文
武
両
道
の
伝
統
を
継
承
し
、

勉
学
と
行
事
・
部
活
動
と
の
両
立
に
加
え
、

こ
の
よ
う
な
解
決
能
力
を
つ
け
る
た
め
の

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、文
理
学
科
で
は
「
課
題
研
究
」

の
授
業
を
行
い
、
探
究
心
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
な
ど
を
身
に
つ
け
、
英
語
に
つ
い
て
も

「
読
み
」「
書
く
」「
聴
く
」「
話
す
」
の

四
技
能
統
合
型
の
授
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
理
系
選
択
生
が
日
本
原

生
生
物
学
会
等
で
表
彰
さ
れ
る
な
ど
専
門

分
野
で
の
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
理
系

だ
け
で
な
く
文
系
の
研
究
に
お
い
て
も
顕

著
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

2
年
生
全
員
が
地
域
に
出
か
け
て
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
志
学
（
こ
こ
ろ
ざ

し
が
く
）」
で
は
、
地
元
の
方
々
か
ら
そ

の
真

な
態
度
に
「
さ
す
が
豊
高
生
」
と

の
評
価
を
得
る
と
と
も
に
、
大
阪
府
教
育

庁
か
ら
は
「
心
の
再
生
府
民
運
動　

ス

ク
ー
ル
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
界
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る

豊
陵
会
員
の
方
々
か
ら
、
現
役
の
豊
高
生

が
講
話
を
伺
う
進
路
講
演
会
は
、
豊
高
型

の
特
色
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
阪
府
立
高
校
は
通
学
区
域
が

廃
止
さ
れ
、
他
校
と
の
厳
し
い
切
磋
琢
磨

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
春
の
高
校

入
試
で
は
、
豊
中
高
校
は
1
.
4
1
倍
と

い
う
高
い
志
願
倍
率
と
な
り
、
府
内
で
も

有
数
の
人
気
校
の
地
位
を
確
立
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
私
は
入
学
式
や
卒
業
式
の
校
長

式
辞
に
お
い
て
、「
豊
高
で
出
会
っ
た
友

人
や
恩
師
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
豊

高
を
卒
業
し
て
か
ら
今
年
で
37
年
に
な
り

ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
わ
ざ
“Old 

friends and old w
ine are best.

”（
友

と
酒
は
古
い
ほ
ど
い
い
）
に
も
あ
る
よ
う

に
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
豊
高
で
出
会
っ

た
人
々
と
の
絆
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
す

る
の
で
あ
り
ま
す
。
豊
高
と
い
う
場
で
共

に
学
ん
だ
体
験
は
、
一
生
の
繋
が
り
と
な

り
う
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

4
年
後
に
は
豊
高
は
創
立
1
0
0
周
年

を
迎
え
ま
す
。
豊
陵
会
の
皆
様
方
と
手
を

携
え
な
が
ら
、
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴　

昭
和
37
年　

大
阪
府
生
ま
れ
（
現
在
55
歳
）、

昭
和
55
年　

豊
中
高
校
卒
業
／
同
60
年　

大
阪
大
学

基
礎
工
学
部
卒
業
／
同
60
〜
平
成
8
年　

豊
中
高
校

に
物
理
・
地
学
担
当
教
諭
と
し
て
赴
任　

41
・
46
・

49
期
生
の
ク
ラ
ス
担
任　

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

顧
問
／
平
成
15
〜
25
年　

大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務

局　

首
席
指
導
主
事
等
／
平
成
27
〜
28
年　

府
教
委

事
務
局
参
事
／
平
成
28
年
〜　

豊
中
高
校　

校
長

69期生360名が卒業

卒業証書授与式に際し、就任後初の卒業生を輩出する平野校長は式辞で、豊高生
らしく誇りを持ち、次代のリーダーとして①ノブレス・オブリージュで芸術をも含
む幅の広い教養を身につけ、②豊高プレゼンでも見せた、コミュニケーション能力
に自信をもち、③ホモ・ルーデンス（遊ぶ人）、「文化は遊び心から始まる」の意味
から創造的に学び続けてほしい。その学びは世界の未来の発展につながるものであ
る、と卒業生への期待を語った。
来賓として出席した豊陵会木村榮次副会長は、卒業と同時に会員数が3万人を超

えるわが豊陵会への入会を歓迎、同窓生とのタテヨコのつながりは、同級生はもち
ろん多くの分野で活躍する先輩後輩との絆を育み、これから生きていく上での支え
となると同窓会の意義を説明。続いて、豊陵会は、名簿や会報の発行、総会の開催

を豊陵会活動としているとの説明ののち、
豊中高校卒業生としての自信と誇りを
持って、これからの活躍を大いに期待し
ている、と祝辞を述べた。
卒業生はこのあと卒業歌「証」を合唱し、

先生・保護者が見守る中、新しい世界に
旅立った。本校卒業生は、豊中（とよちゅ
う）・豊高合わせて3万5943人となった。

平成29年3月9日に高72期生の入学試験が実施され、3月17日に合格
発表が行われた。昨年の実施内容通り、府下全域を1学区として文理学
科160名、普通科は、昨年より40名少ない200名の計360名の募集に対
し、第一志望に文理学科483名・普通科23名（内、第二志望普通科
481名・文理学科2名）の計506名が志願し、両学科を合わせた応募倍
率は1.41倍となった。文理学科を併設した学校では、高津1.61倍、茨木・
四條畷1.49倍、三国ヶ丘1.37倍、大手前1.29倍、生野1.28倍となって
いる。
新年度、72期生の入学者数は、文理学科男子94名・女子66名、普通

科男子99名・女子101名となっている。

平成29年度入試合格発表
平成29年3月1日　誇りを胸に新たな世界へ応募倍率1.41倍、

文理学科併設に高い人気
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昨
年
に
引
き
続
き

阪
大
合
格
数
で
健
闘
、

医
学
部
も
増
加
今年の入試

平
成
29
年
度
入
試
が
終
わ
り
、
合
格
者

数
の
集
計
結
果
を
別
表
に
示
し
ま
し
た
。

3
月
30
日
時
点
で
の
数
で
す
の
で
誤
差
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
修
正
を
加
え

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
終

的
な
結
果
は
、
本
校

H
P
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

69
期
生
の
3
年
生

4
月
時
点
の
志
望
状

況
で
は
、
昨
年
と
比
べ
、
京
大
志
望
が
例

年
並
み
で
あ
る
も
の
の
、
大
阪
大
と
神
戸

大
志
望
者
が
と
も
に
増
加
し
、
志
望
が
高

い
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
ま
た
志
望
学
部

別
で
は
全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、
文
系
志

望
が
増
加
し
理
系
志
望
は
逆
に
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
結
果
を
見
る
と
ま
ず
目
に
つ

く
の
は
、
阪
大
現
役
合
格
者
数
が
昨
年
に

引
き
続
き
多
い
こ
と
で
す
。
ず
っ
と
20
人

を
超
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
阪
大
現
役

合
格
者
数
が
昨
年
は
28
人
ま
で
飛
躍
的

に
増
加
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
現
役
生
も

ほ
ぼ
昨
年
な
み
の
26
ま
で
合
格
者
数
を
伸

ば
し
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
流
れ
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
逆
に
神
戸
大
学
の
合
格
者
数

が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
の
も
昨
年
と
同

じ
で
す
。
昨
年
た
く
さ
ん
の
阪
大
現
役

合
格
者
を
出
し
た
こ
と
が
今
年
の
現
役

生
を
励
ま
し
、
神
戸
大
学
に
志
望
を
変
更

す
る
こ
と
な
く
志
望
を
貫
い
た
人
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

今
年
か
ら
大
阪
大
学
は
後
期
日
程
を
す
べ

て
廃
止
し
ま
し
た
が
、
こ
の
変
化
に
う
ま

く
対
応
し
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

次
に
今
年
特
徴
的
な
こ
と
は
、
医
学
部

医
学
科
合
格
者
の
増
加
で
す
。
医
学
部
は

た
と
え
地
方
大
学
で
あ
っ
て
も
非
常
に
難

し
い
た
め
、
国
公
立
医
学
部
医
学
科
合
格

者
は
今
ま
で
毎
年
ご
く
少
数
で
し
た
。
今

年
は
国
公
立
医
学
部
に
現
役
生
で
滋
賀

医
科
大
と
香
川
大
に
合
格
し
、
浪
人
生

で
は
東
北
大
、
山
口
大
、
大
阪
市
立
大
と

現
浪
あ
わ
せ
て
5
名
合
格
。
他
に
私
立
の

医
学
部
進
学
者
も
現
役
1
人
、
浪
人
3
人

い
ま
す
。
特
に
日
本
で
指
折
り
の
難
関
で

あ
る
東
北
大
学
医
学
部
に
合
格
者
を
出
し

た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
浪
人
生
は
京
都
大
学
で
も
躍
進
し
5

人
の
合
格
者
を
だ
し
ま
し
た
。
現
役
合
格

者
と
あ
わ
せ
て
今
年
の
京
都
大
学
合
格
は

6
人
と
な
り
、
こ
こ
数
年
で
最
も
多
い
年

の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。

私
立
大
学
の
受
験
数
合
格
数
は
あ
る
程

度
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
例
年
と
そ
う
大

き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

志
社
大
学
の
受
験
者
が
増
え
た
こ
と
、
こ

こ
数
年
関
西
学
院
大
学
の
人
気
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
た
の
が
現
役
生
で
持
ち
直

し
た
こ
と
な
ど
が
特
徴
か
と
思
い
ま
す
。

関
西
学
院
の
入
試
で
は
、
本
校
が
進
め
て

い
る
S
G
H
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
で
の
課
題
研
究
の
内

容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な

ど
で
選
考
さ
れ
る
S
G
H
入
試
に
、

学
部
は
様
々
で
す
が
受
験
し
た
8
人

の
全
員
が
合
格
し
、
本
校
の
課
題
研

究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す
場
と
な

り
ま
し
た
。

さ
て
平
成
29
年
度
も
、
9
月
に
は

豊
高
O
B
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、

職
業
別
進
路
講
演
会
を
行
う
予
定
に

し
て
い
ま
す
。新
入
生
に
と
っ
て
も
、

文
理
選
択
お
よ
び
進
路
を
考
え
て
い

く
上
で
大
変
参
考
に
な
り
、
か
つ
そ

の
後
の
様
々
な
活
動
の
大
き
な
動
機

付
け
に
も
な
る
大
変
意
義
深
い
行
事

で
す
。
豊
陵
会
お
よ
び
O
B
の
方
々

に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
進
路
指
導
部
）

　

進
路
指
導
室
か
ら

2017年大学受験の結果速報
今年の大学受験結果を進路指導室の資料をもとに掲載します。

3月30日現在、進路指導室が速報値として把握した資料を掲載していま

す。受験生徒からの報告集計であり、今後到着する結果報告で数値が変る

可能性があります。確定数値は豊高HPで、また3年生徒への『進路指導資料』

（6月配布）に発表される予定です。

■平成29年度入試　卒業生の合格者数状況（3月30日現在）

（　）内は現役合格者数、私立は延べ数。

【国 立大学】 北海道1、東北1、筑波2、千葉1、富山1（1）、金沢2（2）、
福井1、名古屋工業3（2）、岐阜1、滋賀2、滋賀医科1（1）、京都6（1）、
京都教育1、京都工芸繊維8（2）、大阪32（26）、大阪教育9（6）、
神戸22（12）、奈良女子3（3）、和歌山1（1）、鳥取1、島根2（1）、
広島4（1）、山口2、徳島2（2）、香川1（1）、九州1、長崎1（1）

【公 立大学】 国際教養1（1）、首都大学東京1（1）、滋賀県立1、京都市立
芸術1（1）、京都府立4（3）、大阪市立26（22）、大阪府立12（9）、
神戸市外国語2（2）、兵庫県立4（4）、奈良県立1（1）

【私 立大学】 酪農学園1、東北医科薬科1（1）、文教1、北里3、共立女子
1（1）、慶應義塾3（2）、芝浦工業2、上智3（3）、中央1、津田塾1、
東海1（1）、日本3（1）、法政3（3）、東京都市1、武蔵野美術8（8）、
武蔵野3（3）、明治5（3）、立教2、早稲田9（4）、神奈川1（1）、愛知
医科2（2）、金城学院1（1）、藤田保健衛生1（1）、名城3（3）、京都外
国語2（2）、京都産業9（3）、京都女子13（12）、京都精華2（2）、
京都薬科4（4）、京都橘2（2）、同志社111（78）、同志社女子18（13）、
佛教5（4）、立命館151（100）、龍谷16（11）、大阪医科10（6）、大阪
経済1（1）、大阪芸術2（2）、大阪工業10（4）、大阪樟蔭女子2（2）、
大阪薬科3（3）、関西152（107）、関西医科3、関西外国語3（3）、
近畿66（48）、摂南5（4）、相愛1（1）、藍野1（1）、千里金蘭1（1）、
関西学院105（93）、甲南6（2）、甲南女子5（4）、神戸学院1（1）、
神戸女学院3（3）、神戸薬科5（5）、神戸松蔭女子学院1（1）、武庫川
女子7（6）、大和3（3）

【専修学校等】 防衛大学校1、専門学校6（6）
【就職　なし】

平成29年度　教職員の人事異動

石田教頭が東百舌鳥高校校長に
4月1日付の府教職員人事異動が発表された。2014年着任の石田教頭が

東百舌鳥高等学校の校長に就任された。転出入のお名前は次の通り。
▽　▽　▽

■転出等

教頭＝石田利生（東百舌鳥・校長）▼国語＝芝田佳未（吹田東）・田辺麻

純（退職。都立新宿高校）▼社会＝赤松史朗（福井）・伊田 誠（定年退職・

再任用大冠）・石田省三（定年退職・再任用豊中）・羽柿 潔（定年退職・

再任用豊中）・中川正司（定年退職）▼数学＝勝又敏夫（定年退職・再任

用春日丘）・桑原義照（定年退職・大教大附属）・中村清隆（再任用退職・

期付豊中）▼理科＝池内遼太郎（箕面東）▼英語＝仁田尾潤子（千里）・

黒田 悟（定年退職・再任用桜塚）・梅原拓也（定年退職・再任用豊中）・

北村浩子（定年退職・再任用豊中）▼事務＝中川秀明（箕面・事務長）

■転入等

教頭＝藤井秀雄（今宮）▼国語＝伊藤智拡（新採用）・山本奈央子（大手

前）▼社会＝千住健太（堺工科）・加賀谷聡子（西淀川）・髙畑千春（新

採用）▼数学＝西谷達也（島本）・日垣和也（箕面）・山中悠平（新採用）

▼理科＝福野勝久（大教大附属平野）▼英語＝箕嶋桜子（清水谷）・柿本

充博（新採用）▼事務＝髙山泰司（議会事務局）
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講師14名（校長室にて）

スーパー・グローバル・ハイスクール（SGH）

卒業生が母校一年生に進路講演
平成 28年度職業別進路講演会

GLHS（グローバルリーダーズハイスクール）
合同発表会で入賞

平成28年度豊高プレゼンテーション

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

文科省よりSGH校に指定され2年目を迎えました。主な取り組みは課題
研究と即興型英語ディベート。課題研究のテーマはフェアトレード・地
球環境問題・日本とイスラーム諸国・比較文化の4つです。高大連携や外
部機関・企業からの協力を得る機会を設けたり、夏休みには研究テーマ
に応じたフィールドワークを奨励したりと、主体的な学びを積極的にサ
ポートしています。
1月3日から8日までマレーシア・シンガポール海外研修を実施、22名

の生徒が参加しました。現地のカジャン高校との研究発表・文化交流、
マレーシア政府ハラル認証機関・日本大使館への訪問、ホームビジット
等とても濃い研修を行い、その成果は「豊高プレゼン」で発表されました。
これからもSGHの取り組みをよろしくお願いします。 （社会科　奥田）

平成28年9月15日、豊陵会が講師選びに協力して開催されている職業
別進路講演会に、現在、様々な業界で活躍中の卒業生14名がかつての学
舎の教壇に立った。前年と同様に生徒は時間内に2科目を聴講でき、職業
進路選択の参考として役立てる。今回は、事前に生徒からアンケートを
とり、講師がそれに基づいて的確な講演を行ったため、生徒にも熱心に
聴く姿勢が見受けられた。豊高一年生はこのあと10月下旬、文理の選択
をすることになる。平野校長先生と講師推薦に携わった高2淺井氏（元母
校教諭）、講師14名から「期待している！ガンバレ！」の熱いエールが送
られた。
講師（敬称略）：山本浩雅（高30商社）・鶴丸達也（高34建築）・山本

朝子（高35薬剤師）・豊田裕司（高39会社経営）・藤岡敦子（高41キャビ
ンアテンダント）・南 英里子（高41医師）・安威俊重（高41エンジニア）・
酒匂建文（高42公認会計士）・小林知博（高42大学教授）・坪井兵輔（高
42報道）・信國 誠（高44警察官）・
大辻晶子（高44小学校教員）・中
西俊太（高53銀行）・興津 清（高
55公務員）
（前号97号で、高30山本様の

お名前が間違っておりました。お
詫びして訂正いたします。）

平成29年2月12日（日）大阪大学会館で開催、豊中高校の代表生徒（2
年生（高70）：上垣美紅さん、大道真優さん、加藤文さん、砂田彩さん、
辻本朱里さん）の課題研究「フェアトレードの普及」が、大阪大学賞を
受賞した。この発表会は、GLHS10校の代表生徒が取組んだ課題研究の
プレゼンテーションを行い、大阪大学や早稲田大学などの教授の方々の
審査を受け、優秀な発表に賞が与えられる。

平成29年2月7日（火）9：40、
池田アゼリアホールにおいて、一
年をかけて携わってきたGLHS・
SSH・SGHの課題研究の発表会「豊
高プレゼン」が、今回は渋谷高校・
能勢高校のパネルによるプレゼン
への参加もあり開催された。Ⅰ部
はホールでのプロジェクター資料
を使ったものと展示スペースでの、ポスターによる担当生徒のプレゼン
テーションが行われた。内容は、GLHSケンブリッジ研修の報告などを全
文英語で提示や講演、またフェアトレードやミドリムシの生態など発表
がなされた。Ⅱ部は、女子創作ダンス・合唱（音楽選択者を含む）・演奏（吹
奏楽部）の発表、また場内では書道・美術選択者全員の作品もところ狭
しと展示された。聴講に出席した豊陵会会長や豊友会会長らは学校協議
会の場で年々レベルが上がっていることに評価をする感想を述べた。

＜豊高プレゼンこぼれ話＞　母校近年のテーマであるイスラームについ
ての研究において、航空機を利用した際の、①聖地の方角への1日5回
の礼拝、②ハラールフード（豚肉・アルコールなどイスラーム教で禁止
されている食材を使っていない料理のこと）の機内食、③手指消毒の際
のアルコールの使用に着目、問題提起をしたグループ（写真左から：2
年（高70）重田優衣さん・岡村真帆さん・田中莉紗さん・奥野菜々子
さん）は、1年生の時の職業別進路講演会の講師で記憶していたキャビ
ンアテンダントの高41藤岡敦子さんに国語科：綾城幸則先生を通じて
取材を申し込み、母校にて実際の機内応対の情報（機内食の提供方法な
ど）の提供を受け、今回のプレゼンテーションの中には卒業生とのつな
がりもあった。終了後「研究をする前はイスラームと聞くと難しそう、
こわそうだと思ってしまっていました。しかし、そうではなく、今は正
しい知識を持つことが大切だと感じています。このプレゼンにより少し
でも興味を持つ人が増えていたらうれしいです。」と感想を語った。

土曜日の午前中を中心に1、2年生の希望者を対象に実施している理科
の特別講座「スーパーサイエンスセミナー」に、今年度は53名の生徒が
参加しました。年間を通じてハイレベルな実験、実習はもちろん、プレ
ゼンテーションやコミュニケーションに関する特別講義を実施しました。
また、今年度は2、3年生が中心となって取り組んでいる課題研究の研

究成果を外部で発表する機会が多く、参加した学会の報告会や発表会で
多くの賞を受賞することができました。高校生の研究とは思えないほど
優れた研究がいくつもあり、各界の専門家の方々からお褒めの言葉をい
ただきました。
地域での活動としては、生物研究部や物理研究部が中心となって年間

10回以上、科学実験教室を開催しました。
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豊高スポーツと文化部 平成28年度クラブ活動の実績　（順不同、敬称略）

ダンス部
豊中まつり2016ダンスコンテスト優勝
第30回ヤングフェスティバル青少年スタッフ賞
全国高等学校ダンスドリル選手権大会関西大
会HipHop女子large部門3位
全国高等学校ダンスドリル選手権大会関西大
会HipHop男子large部門1位
豊中まつり2016ダンスコンテスト審査員特
別賞
豊中市政80周年行事に2年生「TD28」出場

陸上部
第58回大阪高等学校駅伝競走大会（大泉緑地
周回コース）　男子の部11位（103校中）＝1
区：小松崎海斗が区間9位・4区：射場 亮が
区間11位▼最終区5区は同時スタートのデッ
ドヒート、ゴール2秒差で摂津高校に敗れ11
位（公立校では3位）
第32回八高大会で二年連続最優秀選手が豊
中高校から選ばれる一年薮内友子（女子
100m）
第71回大阪高等学校総合体育大会陸上競技
の部
　小松崎海斗8位（男子2年5000m決勝）
　小田垣満帆7位（女子2年走り高跳び決勝）
　女子共通4×400mR 準決勝進出
関西マスターズスポーツフェスティバル市長
杯第69回大阪市民駅伝競走大会
　高校の部　2位
第35回茨木市民駅伝競走大会 高校女子4位

女子硬式テニス部
大阪高校総体個人戦　シングルス本戦出場　
ダブルス本戦出場

薙刀部
新人大会兼選抜大阪府予選なぎなた競技の部
　 女子演技の部　1年生　中島・高橋チーム
準優勝

　団体トーナメントの部　豊中A 3位
上野小学校なぎなた教室開催

剣道部
正忠剣道大会　3位（男子）
北摂大会　ベスト8

男子バドミントン部
豊能地区大会　優勝 島津・西端ペア

女子バドミントン部
冬季大阪大会　舩越茉優　ベスト16

男子硬式テニス部
栗田杯　準優勝
春季団体予選突破・個人1名予選突破
夏季個人複1ペア予選突破
サマーテニストーナメント複1ペア予選突破
赤阪杯単複3位
スプリングテニストーナメント3名予選突破・
チーム戦　優勝・準優勝
池村杯　複1名・田村杯　単複1名予選突破

アメリカンフットボール部
第46回関西高校春季大会　対箕面自由学園
0-21
第47回関西高校秋季大会　対大産大附属14-
35
豊中アメリカンフットボールDAY第71回　
定期戦　対池田27-0
＜アメリカンフットボールは創立70周年＞

　中庭にある記念碑の通り、豊中高校はアメリ
カンフットボールの発祥の地。1946年にアメリ
カ軍の将校が豊中中学校（本校）と池田中学校（現
池田高校）に教え、70年たった現在でも二校のア
メリカンフットボール部は対戦を繰り返し切磋
琢磨し続けてきた。

男子バスケットボール部
第69回大阪高校選手権大会　対春日丘
76-53▼対河南75-73▼対花園41-75
第71回大阪高校総体4回戦敗退（対関西福祉
大金光藤蔭67-82）
大阪府公立高校北地区大会　優勝（対北野
77-71）
大阪府高校新人大会　中央大会　2回戦敗退
（対大阪学院55-86）大阪ベスト16

野球部
春季近畿地区高校大会大阪府予選Bブロック
2回戦　対登美丘4-14▼同3回戦　対英真学
園6-7 
第98回全国高等学校
選手権大阪大会1回戦
　対豊島4-11
秋季近畿地区高校大会
大阪府予選　Cブロッ
ク2回戦　対大阪商大
堺2-11

水泳部
中央大会　男子400mリレー9位
大阪高校対抗　男子400mリレー9位▼男子
400mメドレーリレーB決勝進出▼400m自
由形　川口峻平8位入賞
新人大会　男子200mリレー　伊藤翔太朗・
青戸宏樹・山本 樹・川口峻平　6位入賞▼男
子200mメドレーリレー　9位▼男子50m自由
形　伊藤翔太朗 6位入賞▼男子100m自由形
　青戸宏樹　5位入賞▼男子総合　8位入賞

サッカー部
大阪高校春季大会 対寝屋川0-2
第95回全国高校選手権大阪予選 対茨木工科
9-0▼対渋谷1-0▼対箕面1-1（PK5-4）▼対豊
島1-2

男子ソフトテニス部
大阪高校春季大会　中央大会出場2回戦進出
　杉山・笹川ペア
大阪高校総体個人　中央大会出場2回戦進出
　杉山・岩木ペア▼同出場 義平・笹川ペア
公立大会個人　中央大会出場ベスト32 黒
岡・笹川ペア▼同出場 杉山・岩木ペア　義平・
波多野ペア　松田・井ノ上ペア
新人大会　中央大会出場2回戦進出　笹川・
岩木ペア
大阪高校総体団体　中央大会出場
Winter　Cup個人戦　中央大会出場　松村・
黒田ペア

男子バレーボール部
第69回高校総体春季大会一次予選　対久米
田2-0▼対市立堺2-0▼対布施2-0▼3勝0敗 
1部昇格
同秋季大会一次予選　対関大北洋1-2▼対池
田2-1▼対守口東2-1▼2勝1敗　1部2位
公立高校大会　一次予選　対池田0-2 対茨木
　2-0▼二次予選 対教育センター大附属2-0 
対牧野1-2

女子ハンドボール部
会長杯　対大冠13-9▼対成蹊3-16
新人大会　対桜塚26-13▼対刀根山20-16▼
対千里9-10
秋季大会　対城南学園6-36
市民大会　対牧野B 17-7▼対摂津20-8▼対
咲くや10-3

女子バスケットボール部
第69回大阪高校選手権大会兼第69回全国高
校選手権大会大阪府予選兼第63回近畿高校
選手権大会大阪府予選　3回戦敗退　対大商
学園34-62
第71回大阪高校総体　2回戦敗退（対桜宮35-
84）
大阪府公立高校北地区大会3位
豊中市会長杯3位

放送部
寺澤穂乃香（高69）：第63回NHK杯全国高校
放送コンテスト大阪大会アナウンス部門優勝
▼同全国大会アナウンス部門入賞▼全国総合
文化祭　審査員特別賞▼豊中市成人式司会▼
全国高校野球選手権大阪大会開会式閉会式式
典司会

音楽部
堀田会館サマーコンサート
堀田会館クリスマスコンサート
豊陵会にて演奏

電気物理研究部
新田南小学校サイエンスキッズ
第13回日本物理学会Jrセッション出場
新田南小にこにこフェスタ参加

美術工芸部
第68回大阪府高校美術工芸展　奨励賞　　
井上真帆　宮本詠乃　土井麻由佳
ブロック展　準グランプリ　井上真帆

吹奏楽部
第55回大阪府吹奏楽コンクール銀賞受賞
第43回大阪府アンサンブルコンテスト打楽
器金賞受賞
第30回豊中高校吹奏楽部定期演奏会
＜吹奏楽部BS番組に出演＞
　平成28年7月11日の夜11時からBSJAPANで放
映されている「エンター・ザ・ミュージック」に
豊中高校吹奏楽部が出演。番組では、豊中高校
をSSH、SGHの指定を受けている進学校と紹介
があり、吹奏楽部については、3月にこの番組の
進行役でもある指揮者の藤岡幸夫氏とも共演し
た高い実力のあるクラブとの説明があった。番
組では、藤岡氏とサクソフォン奏者である須川
展也氏が、豊高を来校され生徒たちを指導され
る様子が映し出された。

軽音楽部
第37回高校中学校軽音楽系クラブコンテス
トWe are Sneaker Age 予選大会4位　準
決勝進出
高校生ハンドフェス2017決勝大会出場
ESP全国高等学校軽音フェスティバル 一次審
査通過

生物研究部
第68回大阪府高校生徒生物研究発表会参加

高校野球大阪大会（対豊
島5回表：一時逆転 辻
本晃佑のスリーベース、
H28.7.10舞洲）
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●アメフット部再興に駆けた青春

―学生フットボール発祥70周年―
一年生部員だけの時期を経て

高16森里光生さん

豊中高校に入学した昭和37年
（1962年）4月、タッチフットボー
ルは音楽部とのかけもちで真っ先
に入部しました。フットボールにつ
いては知人のプレーを見聞してい
ましたので五中在学中から絶対や
ろうと思っていました。入部早々、
春の大会を最後に、当時の3年生
（高14）の先輩は引退し、もとも
と2年生（高15）の部員が一人も
いませんでしたので、1年生（高16）11人の全くの素人だけが残された状
態となりました。新しい学生スポーツの発祥と華やかに記載は語っています
が、練習方法も試合の準備・組立て、競技ルールすらも模範もなく、修得
できずに、単学年で自由ではありますが、試合になれば、サッカー部や陸上
部等から選手を募り、人数の穴埋めをして、試合にのぞんでルールを覚え
るという始末で、戦略・勝ち方もないまま連戦連敗しておりました。ただ、
そんな中でも高12小早川 強さんが、時々試合やコーチに来て下さり、非
常に心強く、勇気を与えられ、お陰でフットボールが好きで続けたい、がん
ばりたいという想いと、個人のよさを最大限に伸ばし、活かしていけるこの
スポーツの楽しさを覚え、ようやく次年、人生の初勝利を味わい、全国大
会に出場もしました。高校時代は、午後4時以降は、本当に一生懸命だった
なあと今も思っています。汚い防具を着たまま、音楽部の合唱の指揮もし
た覚えがあります。
豊高卒業後、その小早川先輩の姿がきっかけとなり、コーチングもわか

らない私が、協会等の人づての人づてで関西学院大総監督米田氏の「伝統
はコツコツ積み重ねるもの。そして一気にくずれるもの」の話を伺い、一年
後には高17伊敷健二郎さんとも一緒に相談しながら、また時には仲間たち
に助けられながら、大学時代はプレーヤーをせず、豊高のコーチをやりまし
た。毎晩のようにキャプテンに電話や訪問を繰り返し、ハードな鍛錬・特訓
には倒れる後輩もあり、きっと嫌われ、ありがた迷惑だったと思いますが、
そうこうするうちにキャプテンが奮起して、部活開始30分前に集まり、準備
や練習をするようになり、自律をしていったように記憶しております。後輩た
ちには、ワンマンスター選手の長所・チームメイトが持つ特性を伸ばし、適
材適所を心がけた戦術を組めるよう考えていくことが定着して、進化・発展
をコツコツと積み重ねて繋いで来てくれたと思っています。とことんフット
ボールが好きな後輩の成長や活躍の場を見聞きすると喜びが湧いてきま
す。後輩の高20梶山さん・高21東元さん・高22齋藤さん・高24前谷さん・
高25斉藤さん…甲子園ボウル年間最優秀選手第一回チャック・ミルズ杯、
高23柴田 尚さんの受賞、時々試合や指導に来てくれた高2徳永さん、そ
の後、荒木先生の懇切な指導でさらに発展し、OB会も整い、集まると思い
出を繙くように楽しく幸福な人との関わりが現在もあることを付言させて下
さい。
フットボールはどんな人にも様々な活躍の機会を秘めている醍醐味があ

り、フットボールをされる後輩には、とことんフットボールを好きになってほ
しいと思います。
 （文・写真　南里吉彦、静岡県磐田市にて）
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●豊高女子バスケットボール部の高23・24初の
　合同同窓会

平成28年9月18日（日）梅田ハービスエント
50歳を過ぎた辺りから24期生は、何年かに一度の割で、数人で集まった

りしていましたが、「先輩も来ていただける！」ということで8人全員が揃いま
した。そして先輩方も何と6人も参加してくださいました。当日は、関西在
住の人達だけでなく、香港、東京、山梨など遠くからも集まっていただきま
した。2時間の会食の時間は、あっという間に過ぎて、参加者全員で二次会
に突入する、という盛り上がりでした。「本当に楽しい1日でした。45年後に
こんな素敵なお年玉が待っていたなんて、高校の時には想像もしてなかっ
た！」という感想を聞いて、とても幸せな気持ちになりました。また、こんな
機会に出会えるといいなと、思います。 （高24　竹腰（中屋）智子　記)

●谷イサオ先生を囲む会(美術部同窓会)
2016年5月8日

昭和45年4月～ 49年3月まで美術科教諭として勤務され美術部顧問で
あった谷イサオ先生をお迎えし、縁あった有志で同窓会を開催しました。24
期～28期の美術部員、美術部の行事にも時々参加されていた書道科の秀
島踏波先生、教育実習で先生にお世話になって、現在彫刻家として活躍して
いる22期の西野康造氏、濱坂渉氏の2名を含めた、計24名が旧交を温めま
した。先生は80歳になられても大変お元気でした。40年ぶりに会った人も
多かったのですが、その年月をまるでワープしたように昔に戻って話がはず
みました。第1部では、国立国際美術館で開催されていた大阪出身の森村泰
昌の展覧会を鑑賞したり歓談したり、第2部は美術館内のカフェでの会食パー
ティー、その後多くの人が二次会にも参加しました。そうして、3時からの10
時までの楽しい時間があっという間に過ぎてしまいました。今回、連絡が取
れなかった人も多く、次回の開催を約束して解散しました。（高27　朝日 均）
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●「三季会」（高3期・中25回の関東地区の同期会）
2016年5月13日　於　青山ダイヤモンドホール

前回から2年振りの同期会を前回と同じ会場で開催しました。皆さん高齢
にもかかわらず総勢15名が集まりました。久し振りの再会に言葉も弾みまし
た。乾杯の後会食を進め和気あいあいとした雰囲気の中で懇談と近況報告
を行いました。最後に、今後の会の運営をどうするかにつき意見の交換を
行いました。そして少し簡素化したやりかたで年1回開催とし、米寿まで頑
張ろうではないか、との結論になりました。追って具体的な内容をつめ、お
知らせすることとし、2時間余りの会を終えました。 （広井蓉二）

●「えぷられ会」（高8 3年E組茅野学級クラス会）開かれる
平成28年12月4～ 5日「風の杜」（箕面市）

男の子11人、女の子8人が出席しました。関東からは二井内兄、西原正
兄が駆けつけ、宴会も二次会も賑やかに、いつまでも話は尽きることなく、
楽しい時を過ごしました。宿泊組は翌日紅葉の残る箕面の滝を散策しました。
幹事の西詰兄、滝川（清水）姉の行き届いた心遣いを感謝しつつ、また次
回の幹事をもお引き受けいただきました。 （村下（原田）克利）

●関東高八会の2016年総会
平成28年10月28日正午　新宿・住友クラブ

同期25名（男19・女6）出席のうち関西から6人、信州1人が集いました。
大阪の安達清君の乾杯の音頭で火蓋は切られ、参加者には一人一人に現

況報告をお願いし、その中には豊陵会の現状報告の詳細説明もあり、河崎
博夫君他からは11月3日から横須賀美術館で開催される新宮晋君の「新宮
晋の宇宙船」の紹介もあり、和気あいあいのうちにあっという間に予定の時
間が過ぎ、次年度の幹事を宮康博君のお願いして記念撮影ののち解散とな
りました。参加者のご健勝を祈願します。
2017年度総会は、「傘寿の会」として「大相撲秋場所観戦とちゃんこ鍋」

を宮康博・幹事の肝いりで計画中です。多数の参加を期待しています。
 （幹事　中野 裕）

●高10期　喜寿同期会を楽しむ　
2016年4月16日　梅田・Ｈ阪急インタナショナル

恒例になった2年に1度の同期会、今回は喜寿の会として開催。卒業して
59年目、全国から106人の仲間が集まった。前日に起こった熊本地震の被
災を気遣い、同期の物故者の冥福を祈ることからスタート。記念写真、幹事
(鍵本孝三氏)挨拶、母校と豊陵会の状況報告（長谷川幹事）のあと懇談に入っ
た。インドで医療活動や微生物研究をする篠田純男氏の活動報告を聞いた
あと、談笑・と続き、クライマックスは、日本屈指のクラリネット奏者・太田
有香さんと井澤久美子さんのピアノ伴奏で、クラッシックの名曲（くるみ割り
人形など）演奏を楽しんだ。最後に音楽家山村紘一氏の指揮で校歌を斉唱
した。なお、会合の記録をDVDに収録して全員に配った。 （長谷川能民）

●高3「Ｆ組会」
平成28年5月16日・岡町うを浅

2016年も正午に開催しました。テニ
スの大会の合間をぬって出席していた川
崎速男君が珍しく欠席でしたが、9月に
なって亡くなったとの訃報が届きました。
高校時代から全国大会で名を馳せ、80
歳を超えてからもなお活躍されていまし
た。 （斎藤保夫）

●平野裕一先生の豊中高校校長就任を祝って
　豊高四一・四六の集い

平成28年6月19日（日）ホテルアイボリー
豊高四一・四六といっても卒業生ではありません。41期と46期の担任を

平野先生と一緒に務めた担任団のメンバーが、平野先生の母校校長就任を
機に集まったのです。呼びかけ人は41期学年主任の淺井先生。集まったの
は、藤上、弓場、西堀、古賀、山田、塩見、木野、佐谷、田尻、長岡、西田。
卒業生でもあり、一教員でもあった平野先生が校長として母校に戻ってこら
れたことを誰よりも喜んでいるメンバーです。
集いは、小さな部屋、ティーパーティスタイルで行われました。元担任団

の先生たちが好き勝手に話す中、平野先生だけが少し緊張されているよう
でした。なんといっても当時平野先生は新採用、この日集まったメンバーの
中では最も若手です。それでも当時から平野先生の誠実な仕事ぶりは、他
の先生方の印象に深く残るものでした。短い時間でしたが、皆さんの懐か
しい話の端々に、母校の校長としての平野先生に対する信頼と期待がうか
がえました。 （旧職員　西田和美）
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●高12期関東地区同窓会を開催
平成28年11月18日（金）　第一ホテル東京2F

総勢23名で、フランス旅行の話、医療通訳の分野で活躍されている話、
NPO法人での落語の話など大いに話が弾み、さらに、終了間際、欠席の
筈の森本さんが、TV出演の合間を抜けて顔を出してくれ、米国大統領選の
裏話をしてくれ、最後に、次期幹事のE組杉野さんに校歌斉唱のリードをお
願いし、フレーフレー豊高で締めていただき、全員で集合写真をとり、来年
の再会を約束し、お開きと致しました。2時間の短い時間でしたが、皆様の
お蔭で1年ぶりに旧交を温めることが出来ました。関東地区の高校12期同
窓生名簿には、89名の方々が登録されていますが、案内状の届かなかった
方がおられましたら、ご連絡下さい。 （堀内重治）

●高21　恒例となった隔年の開催
2016.9.18　ホテルグランビア大阪

一次会130名、二次会87名と、予想を超える多数の参加がありました。
巨大スクリーンのスライド映写により、思い出のアルバム。現在の豊高の様
子を解説とともにながめながら、当時のクラス順での自己紹介。校歌斉唱。
豊中高校100周年を祝うための第一回目の寄付金集め（これは100周年の
2021年までにあと2回募る予定です）。寄付に応えるチャリティ抽選会。ク
ラブ単位でのエピソード披露など盛りだくさんでしたが、にぎやかでいて年
齢的な落着きも感じられる会となりました。半世紀分の話題は尽きない感じ
で、あっというまに時間が過ぎ、名残惜しい気持ちで会を終えました。盛会
を感謝するとともに次回のさらなる参加を期待しています。2016年度幹事
団一同。

●高21期3Ｆ同窓会
平成29年2月11～12日　北摂池田「不死王閣」

近畿圏はもちろん関東、新潟方面、台湾から総勢18名が集まりました。
当日は大雪との天気予報でしたが、我々の熱い心の故か「快晴」となり、ゆっ
くり温泉に浸かり、高校時代の思い出のほか、仕事現役組、退職＆悠々自
適組ほぼ半々で、各自の近況報告も健康の事、日々の過ごし方の事等の話
題に花が咲きました。次回は2020年、東京オリンピック後の9月頃の開催
を予定しています。 （荒木隆記）

●高22期　第2回同期会を開催しました
平成28年11月6日「シャンデリアテーブル」（阪急百貨店13F）

市村先生、東郷先生、丸岡先生を迎え同期生93名が集い、65才を迎え
た我々が「これから何するの?」をテーマに大いに盛り上がりました。詳細は、
豊高22期ホームページ(http://toyokou22.com)をご覧下さい。3年後の
第3回同期会での再会を約し同期会を締めくくりました。同期会の開催に大
変なご支援を頂きました豊陵会事務局に御礼を申し上げます。

●高14期同期会
平成28年10月22日（土）午後5時　ホテルグランビア大阪

参加者は、96名に上り、写真撮影、開会宣言から始まり、14名（最近4
年間）おられた物故者をしのび黙祷を行いました。乾杯、A組からI組まで
の方々が高校時代の思い出話、自慢話、あるいは、73歳にも拘わらず現役
で活躍している近況報告を披露しました。最後に、校歌を斉唱、閉会の辞
で終了しました。同ホテルで行われた2次会には、約60名が参加し、終わっ
たのは午後11時でした。4年に1回の開催なので、高校卒業以来（中には
小学校、中学校も同じ）の友人と久しぶりに再会し、旧交を温め合う姿も見
られました。高校14期同期会は、卒業後25年を期して、昭和62年（1987
年）に豊中のホテルアイボリーで開催されて以来、今回で第7回になります
が、毎回100名前後の参加者を得て、楽しい会が開催されています。次回は、
同期生の方々が77歳（喜寿）になる4年後の開催を予定しています。
 （矢野秀雄）

●高16期同期会（第11回銀杏会）を開催
平成28年6月18日　ホテルグランビア大阪

藤上先生、丸岡先生には毎回ご出席していただいており、今回も大変お
元気なご様子で近況などをお話ししていただきました。各クラスの出席者紹
介、近況報告などの後「高校三年生」「校歌」の大合唱と、気が付けば予
定の時間となり、多くの方がそのまま二次会への参加となりました。
4年毎に開催していましたが、還暦を過ぎて以降2年毎の開催となり、次

回は平成30年6月を予定しています。各クラスの幹事が約1年前から集まっ
て、準備をしています。多くの方のご出席をお願いいたします。（幹事一同）
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●高27期還暦記念同窓会
2016年12月3日　ホテルアイボリー

還暦を記念して卒業後初めて学年全体の同窓会を開催しました。当日は
希望者による母校の見学会に始まり、同窓会本番では市村先生、谷先生、
中倉先生をお迎えし、同期生は170人が参加し還暦パワーで大いに盛り上
がりました。先生方の当時の思い出を交えた懐かしいお話や音楽部有志の
奏でる美しいメロディーと歌声を楽しみました。髪形や体形は随分変わりま
したが面影は変わりません。クラスを越えて旧交を温めました。入学した昭
和47年（1972年）の秋に創立50周年の記念式典が行われました。あれか
ら45年。間もなく100周年を迎える母校のますますの発展をお祈りします。
 （中村佐知大）

●高39「卒業30周年同窓会」
平成29年1月2日、ホテルアイボリー

今回、卒業30周年ということでホテルアイボリーに182名の参加者を集
めて開催しました。恩師の先生方も、石木先生、杉本先生、藤上先生、保
寿先生、佐川先生、園山先生、笹倉先生の7名にご参加いただけました。
幹事代表の挨拶に続き、保寿先生による乾杯で会はスタート。学生時代を
思い出すクラス対抗「豊中高校あったあったクイズ大会」も行われ、優勝ク
ラスが校歌の1番を斉唱しました。次はまた5年後。その再会を約束して閉
会しました。 （山田竜也）

●高37期50歳同期会　
2016年8月13日　ホテルアイボリー　38名

吉田哲朗先生（写真前列中央）は、平成29年2月23日に亡くなられました。
慎んでご冥福をお祈り致します。 2017年は、秋に開催の予定

●高40期　3L会（L組クラス会）
平成28年5月21日（土）

今回は担任の弓庭先生を含め14名が集まりました。3L会は年1～2回（夏
冬）開催しており、発足は2013年開催の卒業25年目同窓会（ホームカミン
グ）がきっかけです。弓庭先生のご体調やご年齢を考慮して、出席してもら
いやすい時候と場所を選び、昨年の3L会でやっと出会えて感激もひとしお
でした。
相変わらずの高音の美声、お美しさもおかわりなく、ビックリするほどでし

た。どんな秘薬を飲まれているのか？　次回お会いした際にお聞きする予定
です。 （山中重雄）

●高37Aクラス会
IN浜名湖　2016年6月18日～19日

3-Aは関東など遠方に住んでいる人が多く、大阪で同窓会をしてもその
ためにわざわざ遠くから来るのは大変だと思い、いっそ真ん中辺りでみんな
で温泉にでも行くほうが集まりやすいのではないか？ということで、今回 人
生半世紀記念 ということもあり、初めて浜名湖で温泉1泊同窓会を開催い
たしました。結局参加者は10人だけでしたが、1泊するならこれくらいの人
数で良かったと思いました。ロープウェイに乗ったり、浜名湖のうなぎを食
べたり、うなぎパイの工場見学に行ったり、楽しい思い出ができました。み
んな50歳になってもあまり容姿が変わっていなくてすごかったです（笑）。
次は還暦祝いでまた旅行に行こうかと考えています。（野口（岩本）裕美子）

●高45　1組クラス会
平成28年9月17日　梅田

総勢15名が集い同窓会を開催することができました。
皆さん、来年のホームカミングの同窓会開催を楽しみにしておりました。
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10月18日　富士山1～6合目を歩く。5合目は黄色の世界だった。

下の方では日本カモシカに出合う。 比叡山の北側にある三石岳、山
頂に山名がなかったので、山歩
が書いて置いてくる。

豊稜山歩
平成29年5月7日（日）貝吹山▽6月4日（日）貝ヶ平山▽7月1日（土）

箕面山▽8月20日（日）～22日（火）参加者で決定▽9月17日（日）～
19日（火）開聞岳▽10月9日（月）紅山▽11月23日（木）高塚山▽12月3
日（日）水晶山▽平成30年1月8日（月）城ヶ峰▽2月3日（土）高見山▽3
月4日（日）竜門山▽4月7日（土）白滝山

* * * * * * * * * * * * * * * * *
181回目に行く予定だった久住山が熊本の地震で行けなかったか

わりに月日をかえて富士山の下部を登ることに。たいていの人は富
士山に登ると言えば5合目から頂上を目指している。1～5合目は行っ
た人は少ない。そこで下の方を歩くことに。森林から上に行くほど
紅葉（黄色が多い）が進んでいた。5合目の駐車場へ寄ったら、外国へ
行ったような雰囲気で訪日した人が多かった。年末には200回を迎
える。会員の皆さん。一緒に歩いて見ませんか。お待ちしています。

日程・行先の変更あり。豊陵会のホームページをご覧ください。
近郊の集合は阪急豊中駅前、午前8時、運営費200円
問い合わせ＝中村好子 06-6855-5346
 大久保孝 06-6854-8150
 平田明男 06-6678-5478

「豊陵会会員名簿2015」

Ｂ５版サイズ　　本文787頁＋広告114頁
中１回～高60期の会員　5,000円(送料共）
高61期～高69期の会員　4,000円(送料共）
※卒業生データの掲載は高67期生までになります

購入お申込みは豊陵会事務局にご連絡ください
電話：06-6849-4973　Mail：offi  ce@houryou.org

（2015年11月発行）を販売しています

（目次内容は豊陵会ホームページで紹介しています）

卒業生・職員の消
息、母校の沿革等
の記事に加え、折
込付録で母校の近
況を紹介！

クラブ同窓会や
同期会の集いに
ご活用ください！

同期会します
3F会（高3）　平成29年5月15日　うを淺
高13　喜寿前夜祭（同期会）　2017年4月4日に実施しました
　　　　　　　　　 詳細は次号で
高29　還暦同期会　来年2018年11月3日開催決定！！
　　　　　　　　 　詳細はお楽しみに（後日案内発送します）
高37　2017年秋　今夏に案内ハガキ発送します
野球部OB会　平成29年7月1日（土）　グランド白楽天（梅田）
 高32　橋田　浩　06-6361-6664（橋田法律事務所）

同期会しましょう
✿ 祝 卒業5周年　高64 ✿ 祝 卒業10周年　高59
✿ 祝 卒業15周年　高54 ✿ 祝 卒業20周年　高49
✿ 祝 卒業25周年　高44（ホームカミング25）
✿ 祝 卒業30周年　高39 ✿ 祝 卒業35周年　高34
✿ 祝 卒業40周年　高29 ✿ 祝 還暦　高27・高28
✿ 祝 卒業45周年　高24 ✿ 祝 卒業50周年　高19
✿ 祝 古稀　高18・高19 ✿ 祝 卒業55周年　高14
✿ 祝 喜寿　高11・高12 ✿ 祝 卒業60周年　高9
✿ 祝 傘寿　高8・高9 ✿ 祝 卒業65周年　高4
✿ 祝 米寿　中22・中23・高1 ✿ 祝 卒業70周年　中21
✿ 祝 卒寿　中20・中21 ✿ 祝 卒業75周年　中16
✿ 祝 白寿　中11・中10（卒業80周年）
✿ 祝 　百寿　中10・中9 ✿ 祝 　茶寿　中2・中3
 など

同期会開催に全面的に協力します！（事務局へどうぞ）
・ 本紙12面の各期評議員を通じて、同期の方々の住所録データーを
提供いたします

・案内の発送もいたします（実費です）
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BOOKS

表紙の言葉
高三の時、私は豊陵新聞に豊高内の出

来事を一コマ漫画で風刺する「校内戯評」
を連載していました。おりしも戦時中に
黒く塗られていた校舎が真白に塗替えら
れました。これを「校内戯評」にしようと
思っていたところ、丁度、国語乙の授業で、枕草子第299段に中宮
定子が清少納言に「香炉峰の雪はどんな様子ですか？」と尋ねられ
を上げて見せたというくだり、即ち「香炉峰の雪は をかかげて

看る…」のことを寺田先生から教わりました。そこで、早速これを
捩（もじ）って、校舎の眞白があまりに眩しいので「豊高の校舎は
をとおして看る…」という一コマ漫画にしました。しかし、これ

は大失敗でした。何故ならば、そのことを習っていなければ全く
意味不明だからです。今は新校舎になりましたが、表紙絵のスケッ
チは、思い出深い眞白の旧校舎のイメージです。（高10木津谷文吾）

編 集 後 記
同窓生が作る「私の家宝・

天国にまで持っていきたい豊陵会報」を目指して
会報作成の過程で出会う同窓生の活躍や元気な姿、そし

て想い出には喜びが湧いてきます。ただ、大切に紙面に綴っ
ていこうと心掛けてはおりますが、伝えるべき人を見つけているか、そ
して伝えるべきことを伝え切れているかという不安は常に持っています。
「卒業生と在校生との紐帯を強化」し、「豊中高校で出会った友人や恩
師との絆を大切に」、豊中生・豊高生というだけで繋がることの喜びを
広く本紙で高めていきたいと考えておりますので、さらにみなさまの
お力をお貸し下さい。

豊陵会報からのお願い
1.　情報をお寄せください
・ 同期や身近な同窓生、または風の噂で聞いた同窓生の活躍情報

（9面「ひと」）
・ 在校生の憧れや母校の誉れとも言えるような同窓生情報

（10・11面「私の進路」）
・ 同期や部活で必ず出る思い出話
 （14・15面「100周年の夢」）
・ 在校生のクラブ活動などを見に行ったときのレポート
 （20・21面「豊高生活」）
・ 同期会やクラブOB会開催のレポート及び予告案内
 （22-25面「同期会だより」）
2.　編集作業にご加勢ください
・［ 調査］［取材］［企画・提案］［記事起こし］［文字入力］［デザイン］［編集］

等々、一つでも、複数でも、全部でも結構ですので自薦他薦不問
でご協力をお願いします。

3.　広告のご協力をお願いします
・ 今回は広告が増えました。ご協力いただき誠にありがとうございま
した。広告の掲載は22000同窓生への強力な発信になりますので、
今後とも何卒よろしくお願いします。
なお、広告のサイズと掲載料金は次のようになっております。

　　1段サイズ→　（幅）185 × （高さ）40mm 100,000円
　　1/2段サイズ→（幅）  90 × （高さ）40mm  50,000円

以上、豊陵会報については、事務局、または高37南里吉彦まで
（なんりよしひこ：TEL090-3165-7356）

なんなりとお声がけ下さい。
（「なんなりとなんり」と覚えて下さい）

　  FACEBOOOKページ豊陵会報編集長
https://www.facebook.com/houryoukaihoudesk/

＊＊＊　豊中・豊高と仲間と思い出を大切につづります　＊＊＊
■ 豊陵会報第98号編集メンバー：高15越智克司（担当副会長）、　　
　高48古澤頼秋、高37南里吉彦、高29蛯名美佳、高10田中忠夫、
高9大久保孝・南野陽子、高8神保雅明、高3妹尾景行

編集発行 豊陵会報編集部　大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内
発　　行 平成29年4月20日
発 行 人  永田　武全
 〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号
 ☎（06）6849-4973（FAX.兼用）
 ホームページ　http://www.houryou.org
 メールアドレス　offi  ce@houryou.orgまたはkaihou@houryou.org
印　　刷 株式会社 廣済堂

■ 「分かれ道」（高21南（澤田）曜子　筆名：望月逸子）
 2016.4.5 コールサック社 1,500円
■ 「感動ゼロの歴史教科書を活性化する-現代編」（高13奥井元生）
 2014.8.15 （株）文芸社 1,600円
■ 「感動ゼロの歴史教科書を活性化する-近代編」（高13奥井元生）
 2012.6.15 （株）文芸社 1,500円
■ 「探るアジアのパワーバランス-連携を進める日米豪印」（高8西原 正）
 2016.7.29 朝雲新聞社 2,250円
■ 「近代日本とアジア-地域学的アプローチから」（高37廣瀬 緑）
 2016.9 勉誠出版 4,104円
■ 「はじめての無料ホームページデビュー」（高41森川（泉）美奈）
 2016.3.23 秀和システム
■ 「カンタンブログ感覚で作るお店のホームページ」（高41森川（泉）美奈）
 2016.7.8 ソシム
■ 「はじめての無料ネットショップづくり」（高41森川（泉）美奈）
 2016.8.26 秀和システム
■ 「戦時下の豊中（とよちゅう）生」（中23牧 邦彦）
 2016.9.10 自費出版

会報発行部数
発行部数 23,500部
会員発送数 22,000部
学校配布 1,500部

会員数（2017年3月1日現在）

卒業生数　　　35,943人 旧職員　535人

連絡可能者数　21,870人 現職員　　93人

会員の本
豊陵会に寄贈いただいた会員の本を紹介します。

（敬称略、順不同）
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豊陵会総会豊陵会総会ののご案内ご案内
2017年 5月28日（日） 11：00～ 14：00（受付10：30）
ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
（阪急豊中駅前・☎06-6849-1111）

6,000円
）））））

「ホームカミング25」 
卒 業 2 5 年 優 待

（高校44期生）  会費 ３,０００円

新　卒　招　待（高校69期生）
  会費 無   料

私たち吹奏楽部は平成28年度100名を超

す、学校で最も人数の多いクラブになりまし

た。また管楽合奏コンテストで全国大会に出

場したり、コンクールで高く評価されるよう

にもなってきました。平成28年度は残念なが

ら銀賞になってしまいましたが、平成27年度

は府大会金賞もいただきました。色々な催し

にも呼ばれるようになり、昨年の初めには関

西フィルとの共演を、またそのご縁でBSジャ

パンの「エンター ･ザ･ミュージック」という

番組にも出演させていただきました。ですが、

奢ることなく「聞いていただく皆様に喜んで

いただく演奏を」をモットーに日々頑張って

います。5月4日（木･祝）には定期演奏会を

箕面市民会館で13時（開場）より行います。

総会では会場の都合で半分の人数で演奏し

ますが、是非フルバンドでの演奏も聞きに来

てください。今回はお招きいただき本当にあ

りがとうございます。当日は先輩方に喜んで

いただけるよう心を込めて演奏いたします。

「豊陵会総会」の寄贈品提供のお願い
ご出席いただいた会員にとって会場でのバザーは大きな楽しみです。つき
ましては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈品提供にご理解をいただき、
ご協力をお願いいたします。
寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上出来るだ

け5月12日(金)までに事務局必着でお願いいたします。

●東京支部総会は  
 7月   1日（土）　11：30～
 東海大学校友会館（霞が関ビル35階）
●中部支部総会は
　11月11日（土）　15：00～
 名商グリル

今年のゲストは
豊中高校吹奏楽部のみなさんです

日時

会場

会費

  総会に出席ご希望の方は豊陵会事務局に5月12日（金）までにご連絡
をお願いいたします。
 座席のご用意がありますので、出席の方は必ずご連絡ください。
・FAXの場合は、同封の用紙を使って　06-6849-4973　
・メールの場合は、　offi  ce@houryou.org　
・  電話の場合は、06-6849-4973
但し月・水・金曜日の午前10時から午後3時までです。




